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〔主な内容〕

●平成13年度上半期財政状況 （P2～3）
●おめでとう20歳 （P4～5）
●ごみ減量視察研修 （P6～7）



歳入予算額　8,724,427千円 
収 入 済 額　4,241,303千円 
収　入　率　48.6％ 

地方交付税 
国税（所得税・法人税・消費税・
酒税・たばこ税）の中から、
財政需要に応じて地方自治
体に配分される交付金です 

町　税 
皆様から町に納めていただ
いた税金です 

町　債 
事業推進のための借入金です 

国・県支出金 
各種交付金 
諸収入等 

 

一般会計歳入 

2,500,313

2,359,786

2,525,228

2,500,313
1,036,915（41.5％） 1,036,915（41.5％） 

1,339,100
25,800（1.9％） 

2,359,786
1,462,122（62.0％） 1,462,122（62.0％） 

2,525,228
1,716,466（68.0％） 1,716,466（68.0％） 

1,819,892

854,780

537,484

1,358,106

1,558,892

2,595,273

924,659（50.8％） 

157,317（18.4％） 

251,468（46.8％） 

642,578（47.3％） 

757,410（48.6％） 

1,063,637（41.0％） 

（単位：千円） 

収入済額 

予 算 額 

予 算 額 予 算 額 
収入済額収入済額（収入率） 収入済額（収入率） 

予 算 額 
支出済額（執行率） 

財

政

状

況

2001.12.5.（2）

（単位：千円）

基金の状況
（特定の目的等のために蓄えているお金です。）

財 政 調 整 基 金

公用、公共用施設整備基金

公共下水道事業整備基金

公共用地取得事業基金

減 債 基 金

義務教育施設整備基金

高 齢 者 福 祉 基 金

放水路架橋建設等基金

土 地 開 発 基 金

852,320

125,958

15,709

198,059

212,607

212,633

71,592

205,442

221,174

児童生徒国際交流教育基金

ふるさと農業環境保全基金

海と砂丘文学顕彰事業基金

国民健康保険事業財政調整基金

霊園事業財政調整基金

国民年金印紙購入基金

災 害 等 対 策 基 金

介護給付費準備基金

合　　　　計

14,486

28,725

100,355

224,098

17,620

1,100

10,563

4,333

2,516,774

財政状況

残　　　　高会　　　計　　　名

7,752,415

9,800,902

一 般 会 計

公共下水道事業特別会計

（単位：千円）（平成13.9.30現在）

（平成13.9.30現在）

一時借入金の残高
平成13年9月30日現在一時借入金はありません

町債（町の長期借入金）の残高

整備が進む西荒屋地区公共下水道事業

町の財政状況というのは皆さんのご家庭で
いえばおさいふの中味と家計簿のようなも
の。毎年6月と12月の年2回、財政がどの
ような状況になっているかを皆さんにお知
らせしています。
（この財政状況は9月30日現在のものです）

をお見せします

　豊かな緑と健康に充ちた国際　的文化学園都市をめざして 　的文化学園都市をめざして 



歳出予算額　8,724,427千円 
支 出 済 額　3,797,069千円 
執　行　率　43.5％ 

  

  

 

 

 

 

 

借入金の返済金です 

一般会計歳出 

2,500,313

2,359,786

2,525,228

1,036,915（41.5％） 

1,462,122（62.0％） 

1,716,466（68.0％） 

1,819,892

854,780

537,484

1,358,106

1,558,892

2,595,273

1,819,892
924,659（50.8％） 

157,317（18.4％） 

251,468（46.8％） 

642,578（47.3％） 

757,410（48.6％） 

1,063,637（41.0％） 

924,659（50.8％） 

854,780
157,317（18.4％） 

537,484
251,468（46.8％） 

1,358,106
642,578（47.3％） 

1,558,892
757,410（48.6％） 

2,595,273
1,063,637（41.0％） 

予 算 額 
収入済額（収入率） 

（単位：千円） 

支出済額 

予 算 額 

予 算 額 予 算 額 
支出済額支出済額（執行率） 支出済額（執行率） 

土木費 
道路整備、宅地造成、公園
整備などに使われます 

保育所運営費、身体障害者・高
齢者福祉費などに使われます 

教育費 
小中学校、体育・文化・生涯学習
振興費などに使われます 

民生費 

公債費 

衛生費 

農林水産業費、商工費 
消防費、議会費等 

保健・環境衛生、清掃費などに
使われます 

2001.12.5.（3）

財

政

状

況

31.6
41.4
35.0
43.8
46.9
45.9

32.6
74.4
35.3
44.0
48.3
46.2

627,735
12,183
422,063
716,841
887,685
317,828

648,703
21,865
426,372
720,733
914,404
319,435

1,988,200
29,400

1,207,070
1,636,705
1,891,332
691,953

53.3
45.3
0.0
10.0

377,947
296,089

0
37,851

709,000
653,909
299,894
378,211

収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出

執行率支出済額予定額区　　分

公共下水道事業特別会計
霊 園 事 業 特 別 会 計
土地区画整理事業特別会計
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計
老 人 保 健 特 別 会 計
介 護 保 険 特 別 会 計

執行率収入率 支出済額収入済額予算額会　　　計　　　名特別会計の
予算執行状況
（平成13.9.30現在）

一般会計とは別に、特定の
事業のために区別し経理し
ているものです。

（単位：千円・％）

水道事業の経理（上水道事業）

（平成13.9.30現在）

９月に開通した内灘大橋

完成した宮坂海浜線
（単位：千円・％）

内灘町の家計簿
平成13年度上半期

豊かな緑と健康に充ちた国際　豊かな緑と健康に充ちた国際　的文化学園都市をめざして 豊かな緑と健康に充ちた国際　
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（平成13年成人式より）
男154人 女215人 計369人

2001.12.5.（4）

お
め
で
と
う
20
歳



平成14年 
内灘町成人式 

と　き／平成14年1月13日（日） 
　　　　　　　　　　午前10時～ 
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。
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お
名
前
を
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

（平成13年成人式より）
※今年は成人の日ではありませんので
ご注意願います。
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美

八
木
　
亜
紀

荒
木
　
友
美

松
岡
佳
代
子

萬
谷
　
章
子

山
瀬
　
陽
子

大
清
台

二
十
名

荒
木
　
雅
裕

河
原
　
史
明

小
林
　
　
聡

小
林
　
慎
吾

高
野
　
　
薫

成
田
　
英
生

福
田
　
正
基

安
田
　
邦
春

横
山
　
勲
郎

上
杉
　
佳
世

岡
田
　
智
子

川
島
　
希
織

伐
分
　
志
乃

小
坂
井
恵
子

七
田
　
奈
々

朱
桃
　
恵
理

中
嶋
　
麻
里

新
田
　
祥
子

水
野
　
　
恵

由
木
　
晴
花

大
　
学

四
十
九
名

旭
　
理
恵
子

荒
木
　
知
子

伊
藤
　
　
彩

井
上
　
雅
美

大
野
美
和
子

大
宮
由
里
子

岡
本
　
絵
美

本
　
和
子

尾
田
め
ぐ
み

勝
田
沙
由
香

川
上
　
真
世

駒
井
寿
美
子

斎
藤
　
真
子

坂
下
亜
沙
美

小
笠
　
雅
博

中
新
　
　
理

新
田
　
裕
也

八
田
　
浩
規

南
　
　
智
之

南
　
　
利
和

横
井
　
誠
一

太
田
か
お
り

岡
野
　
裕
里

桶
谷
　
　
瞳

河
合
恵
梨
子

黒
田
　
千
晴

西
村
　
　
瞳

新
田
　
涼
子

前
河
　
絵
理

室

六
名

北
　
　
純
一

濱
田
　
健
史

櫻
谷
敷
雅
代

廣
瀬
い
づ
み

水
越
　
千
尋

山
谷
真
衣
子

湖
西

三
名

越
田
　
吏
帝

森
川
　
　
一

一
明
　
美
沙

北
部
土
地
区
画

一
名

櫻
谷
　
幸
泰

町
外
在
住
者

十
二
名

西
野
　
武
蔵

中
村
　
優
太

米
田
奈
美
子

片
岡
　
　
肇

柚
　
久
美
子

藤
野
　
梨
花

寺
口
　
佳
子

七
田
　
聖
子

高
瀬
　
浩
司

高
橋
　
宗
志

原
　
　
真
弓

池
原
　
雄
二

2001.12.5.（5）

お
め
で
と
う
20
歳



ご
み
減
量
先
進
地
視
察
研
修
レ
ポ
ー
ト

ご
み
減
量
先
進
地
視
察
研
修
レ
ポ
ー
ト 
ご
み
減
量
先
進
地
視
察
研
修
レ
ポ
ー
ト

ご
み
減
量
先
進
地
視
察
研
修
レ
ポ
ー
ト 
ご
み
減
量
先
進
地
視
察
研
修
レ
ポ
ー
ト 
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ご

み

減

量

ご
み
減
量
目
標
達
成
!!

市
民
の
努
力
の
お
か
げ
で
す
。

平
成
十
一
年
一
月
、
名
古
屋
市
は

次
期
最
終
処
分
場
と
し
て
計
画
し
て

い
た
藤
前
干
潟
埋
立
事
業
を
、
野
鳥

保
護
の
た
め
に
見
直
し
、
断
念
し
ま

し
た
。
ま
た
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
に
対

す
る
不
安
な
ど
か
ら
焼
却
施
設
で
あ

る
旧
南
陽
工
場
の
操
業
延
長
を
地
元

住
民
か
ら
反
対
さ
れ
、
平
成
十
一
年

一
月
に
操
業
を
中
止
し
ま
し
た
。
昭

和
六
十
一
年
度
約
七
八
万
ト
ン
だ
っ

た
ご
み
量
が
、
平
成
十
年
度
に
は
約

一
〇
二
万
ト
ン
に
ま
で
増
え
続
け
、

最
終
処
分
場
の
残
余
容
量
も
残
り
わ

ず
か
に
な
る
中
、
快
適
で
清
潔
な
市

民
生
活
の
確
保
と
自
然
環
境
の
保

全
、
こ
れ
ら
の
両
立
を
い
か
に
し
て

図
る
べ
き
か
、
熟
慮
に
熟
慮
を
重
ね

た
末
の
決
断
で
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
名
古
屋
市
は
燃
や

す
こ
と
も
、
埋
め
立
て
る
こ
と
も
で

き
な
い
危
機
的
な
状
況
に
直
面
し
、

同
年
二
月
に
市
長
は
、「
ご
み
非
常

命
が
起
き
ま
し
た
。
ご
み
量
が
二

三
％
も
減
っ
た
の
で
す
。
そ
こ
で
、

ご
み
減
量
の
先
進
地
で
あ
る
名
古
屋

市
を
町
民
の
方
々
に
訪
問
し
て
頂

き
、
先
進
的
な
取
り
組
み
を
肌
で
感

じ
取
っ
て
頂
こ
う
と
研
修
会
を
企
画

し
ま
し
た
。
以
下
は
、
そ
の
「
名
古

屋
方
式
」
の
ご
み
対
策
に
つ
い
て
学

ん
だ
様
子
を
報
告
し
ま
す
。

ご
み
減
量
に
取
り
組
ん
で
い
る
自

治
体
は
全
国
的
に
増
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、各
都
市
の
実
績
を
み
る
と
、

伸
び
率
を
低
く
す
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
成
功
で
、
実
際
の
ご
み
量
を
前
年

度
よ
り
低
く
す
る
こ
と
は
な
か
な
か

で
き
ま
せ
ん
。
内
灘
町
の
ご
み
量
も

残
念
な
が
ら
増
加
し
つ
づ
け
て
い
ま

す
。と

こ
ろ
が
、
名
古
屋
市
で
ご
み
革

事
態
宣
言
」
を
発
令
し
た
の
で
す
。

市
民
に
対
し
、
ご
み
処
理
の
窮
状
を

率
直
に
知
ら
せ
る
と
と
も
に
、
平
成

十
二
年
度
の
ご
み
量
を
八
〇
万
ト
ン

に
す
る
と
い
う
目
標
を
掲
げ
、
新
し

い
世
紀
を
「
ご
み
減
量
先
進
都
市
」

と
し
て
迎
え
よ
う
と
訴
え
ま
し
た
。

そ
の
後
、
資
源
収
集
の
推
進
や
ご

み
減
量
チ
ャ
レ
ン
ジ
一
〇
〇
な
ど

様
々
な
ご
み
減
量
策
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
一
年
間
で
一
〇

万
ト
ン
の
ご
み
を
減
ら
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
さ
ら
に
ご
み
の
減
量
化

を
目
指
し
、
平
成
十
二
年
八
月
に
、

紙
製
及
び
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
・

包
装
を
資
源
化
す
る
と
い
う
新
資
源

収
集
を
全
国
に
先
駆
け
て
導
入
し
ま

し
た
。
大
都
市
の
中
で
は
、
紙
と
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
両
方
を
収
集
す
る
の

は
初
め
て
の
試
み
で
し
た
。

こ
の
新
し
い
ご
み
分
別
は
効
果
も

あ
り
ま
し
た
が
、
市
民
に
対
す
る
痛

み
も
あ
り
ま
し
た
。
新
し
い
ご
み
分

別
を
始
め
る
に
あ
た
り
、
二
千
三
百

回
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
が
、

導
入
直
後
は
市
へ
の
問
い
合
わ
せ
の

電
話
が
延
べ
二
万
件
に
も
上
る
ほ
ど

の
大
混
乱
が
起
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
市
民
と
行
政
が
一
体
と

な
っ
て
こ
の
新
し
い
分
別
に
取
り
組

む
こ
と
に
よ
り
、
各
家
庭
で
ご
み
袋

の
中
身
が
大
量
に
減
り
ま
し
た
。
相

乗
効
果
と
し
て
、
び
ん
・
缶
・
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
な
ど
の
資
源
ご
み
の
回
収

率
も
上
が
り
ま
し
た
。
新
し
い
分
別

を
は
じ
め
て
市
民
の
買
い
物
の
行
動

が
変
わ
り
、
ご
み
と
な
る
余
分
な
物

は
「
買
わ
な
い
、
受
け
と
ら
な
い
、

返
す
」
と
い
う
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が

定
着
し
始
め
た
よ
う
で
す
。
こ
の
よ

う
に
、
市
民
の
努
力
に
よ
り
、
平
成

十
年
度
に
一
〇
二
万
ト
ン
あ
っ
た
ご

み
量
は
、
一
転
し
て
減
少
に
転
じ
、

平
成
十
二
年
度
に
は
七
八
万
七
千
ト

ン
と
ほ
ぼ
十
四
年
前
の
水
準
に
戻
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
埋
立
事
業
の

是
非
な
ど
、
ご
み
問
題
を
き
っ
か
け

に
市
民
の
ご
み
減
量
へ
の
意
識
が
高

ま
り
、
市
民
が
主
体
と
な
っ
た
新
た

な
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

名
古
屋
市
の
お
話



参加者のコメント 
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ご

み

減

量
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
見
学

朝
七
時
に
、
リ
サ
イ
ク
ル

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
市
民
が
資

源
ご
み
を
出
し
て
い
る
様
子
を
見

学
。
資
源
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容

器
包
装
、
紙
製
容
器
包
装
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
、
缶
、
び
ん
の
五
種
類
に
分

別
し
ま
す
。
お
菓
子
の
袋
や
洗
剤
の

容
器
も
資
源
と
し
て
し
っ
か
り
出
し

て
あ
り
ま
し
た
。
さ
す
が
名
古
屋
で

す
。
し
か
し
、
名
古
屋
市
で
は
、
び

ん
な
ど
を
色
で
分
け
た
り
、
ス
チ
ー

ル
と
ア
ル
ミ
に
分
け
な
く
て
も
よ
い

の
で
、
参
加
者
か
ら
は
「
内
灘
の
リ

サ
イ
ク
ル
も
負
け
て
い
な
い
」
と
い

う
声
も
あ
り
ま
し
た
。

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
分
別
指
導

員
の
方
が
お
世
話
を
し
て
い
ま
し

た
。
名
古
屋
市
の
方
も
、「
リ
サ
イ

ク
ル
は
分
け
る
と
い
う
こ
と
が
大

事
。
出
す
側
が
分
け
な
い
と
リ
サ
イ

ク
ル
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
新
資
源
収

集
を
始
め
た
こ
と
が
、
ご
み
の
分
別

や
排
出
マ
ナ
ー
の
向
上
、
ご
み
の
発

生
抑
制
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
セ
ン
タ
ー
見
学

こ
の
施
設
は
、
ご
み
を
出

さ
な
い
知
恵
と
工
夫
、
リ
サ

イ
ク
ル
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
知
っ

て
も
ら
う
た
め
の
活
動
を
積
極
的
に

進
め
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
な
ど
の
資
源
が
回
収
さ

れ
、
生
ま
れ
変
わ
る
様
子
が
紹
介
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
デ
ポ
ジ
ッ
ト

制
度
（
飲
料
容
器
を
返
す
と
き
に
預

か
り
金
が
戻
っ
て
く
る
制
度
）
が
体

験
で
き
る
自
動
販
売
機
や
、
ア
ル
ミ

と
ス
チ
ー
ル
を
選
別
す
る
「
く
る
く

る
選
別
機
」
な
ど
遊
び
を
通
じ
て
楽

し
く
リ
サ
イ
ク
ル
を
学
べ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。

今
回
初
め
て
の
試
み
で
、
町
民
の

方
々
に
ご
み
に
つ
い
て
勉
強
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

家
で
要
ら
な
い
物
「
ご
み
」
を
処

理
す
る
だ
け
で
膨
大
な
費
用
が
掛
か

っ
て
い
る
こ
と
。

ま
た
、
そ
の
「
ご
み
」
が
も
た
ら

す
環
境
へ
の
影
響
は
地
球
規
模
の
問

題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
。

皆
さ
ん
も
ご
み
に
つ
い
て
一
緒
に

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

・１日100ｇでもごみを減らしていきたい。

・約20％のごみを削減した名古屋は２年間にすごいことをしたんだなと思った。

・指導員のみなさんが大変ご苦労されているのを見て、ごみ減量に対する町民

の認識のかさ上げが必要だと感じた。どんどん認識を広げていくことが大事。

・ごみについては製造者

責任を求めていくよう

消費者が考えていかな

ければならない。

・内灘町が先進地になれ

るようこれからもがん

ばりたい。

・リサイクルステーショ

ンの見学は「百聞は一

見に如かず」だと感じ

た。どんどん良いとこ

ろは吸収したい。

内灘町のごみ処理・リサイクルのコストは？ 
 平成12年度実績　1kgあたりの処理経費 

リサイクルはコストが割高になります。 
ごみ（リサイクルも含む）を減らすことが大切です。 

もえるごみ 14円 

もえないごみ 34円 

ペットボトル 60円 

スチール 41円 

びん 29円 

廃食用油 115円 

紙パック 296円 
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80

100

120
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50
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55
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60
年 

平成
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平成
７年

 

平成
10
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平成
11
年 

平成
12
年 

名古屋市のごみ量の推移 

参
加
者
か
ら
も
好
評
だ
っ
た
「
ご

み
の
ピ
ザ
」。
家
庭
か
ら
で
る
ご

み
を
ピ
ザ
状
の
円
グ
ラ
フ
で
表
し

て
い
ま
す
。

▼



秋
季
火
災
予
防
運
動
期
間
中
の

十
一
月
十
一
日
（
日
）
西
荒
屋
地

区
に
お
い
て
、
地
区
住
民
、
消
防

団
、
消
防
署
合
同
の
消
防
訓
練
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

訓
練
は
蛭
児
神
社
か
ら
出
火

し
、
付
近
の
住
宅
に
延

焼
拡
大
の
恐
れ
あ
り
と

の
想
定
で
行
わ
れ
、
住

民
に
よ
る
初
期
消
火
、

避
難
訓
練
、
並
び
に
消

防
団
、
消
防
署
合
同
の

火
災
防
ぎ
ょ
訓
練
が
実

施
さ
れ
、
本
番
さ
な
が

ら
の
緊
張
感
で
訓
練
を

終
え
ま
し
た
。
参
加
し

た
住
民
は
、
一
刻
も
早

い
一
一
九
番
通
報
、
初

期
消
火
の
大
切
さ
な
ど

を
再
確
認
し
、
住
民
相

互
の
よ
り
一
層
の
団
結

を
誓
い
あ
い
ま
し
た
。

訓
練
終
了
後
に
は
、
火
災
の
な

い
住
み
よ
い
町
を
願
い
、消
防
団
、

婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
、
消
防
署
員
に

よ
り
、
町
内
一
円
の
防
火
パ
レ
ー

ド
を
行
い
ま
し
た
。

2001.12.5.（8）

消

防
だ
よ

り

西
荒
屋
地
区
に
て

火
災
防
ぎ
ょ
訓
練
を
実
施

●『
肩
ご
し
の
恋
人
』

唯
川

ゆ
い
か
わ

恵け
い

著

自
分
を
好
き
に
な
ら
な
い
男
が
こ
の
世
に
い
る
な

ん
て
信
じ
ら
れ
な
い
女
、
る
り
子
。
そ
ん
な
彼
女
と

五
歳
の
時
か
ら
腐
れ
縁
の
萌
。
き
っ
と
あ
な
た
の
中
に
い
る
二
人
の
女
を
、

金
沢
出
身
の
著
者
が
描
く
、
友
情
と
恋
の
物
語
。

寒
さ
増
し
　
本
と
つ
き
あ
う

長
い
夜
・・・・・・
。

◇
新
し
く
入
っ
た
本
の
中
か
ら

心
を
育
て
る
絵
本

下
村

し
も
む
ら

昇
の
ぼ
る

書
物
の
森
の
狩
人

か
り
う
ど

出
久
根

で

く

ね

達
郎

た
つ
ろ
う

日
本
人
に
と
っ
て
イ
ス
ラ
ー
ム
と
は

何
か

鈴す
ず

木き

規の
り

夫お

変
革
者

へ
ん
か
く
し
ゃ

梅う
め

田だ

功
い
さ
お

立た

ち
上あ

が
れ
！
日
本

竹
中

た
け
な
か

平
蔵

へ
い
ぞ
う

社
会
人

し
ゃ
か
い
じ
ん

必ひ
っ

須す

、
今
ど
き
の
科か

学が
く

溝
口

み
ぞ
ぐ
ち

敦
あ
つ
し

こ
れ
は
便べ

ん

利り

調
ち
ょ
う

味み

料
り
ょ
う

松
本

ま
つ
も
と

忠た
だ

子こ

檀
流

だ
ん
り
ゅ
う

き
も
の
み
ち

檀だ
ん

ふ
み

父ち
ち

へ
の
恋
文

こ
い
ぶ
み

藤
原

ふ
じ
わ
ら

咲さ
き

子こ

さ
よ
な
ら
パ
イ
プ
の
け
む
り

団だ
ん

伊
玖
磨

い

く

ま

一
日
一
日

い
ち
に
ち
い
ち
に
ち

が
旅
だ
か
ら

メ
イ
・
サ
ー
ト
ン

僕ぼ
く

は
結
婚

け
っ
こ
ん

し
な
い

石
原

い
し
は
ら

慎し
ん

太た

郎ろ
う

太
陽

た
い
よ
う

待
ち

辻つ
じ

仁
成

ひ
と
な
り

雨あ
め

は
激は

げ

し
く

小お

川が
わ

竜た
つ

生お

他

多

数

図
書
館
情
報

◇
今
月
の
オ
ス
ス
メ
の
本●『

図
書
館
で
考
え
る
道
徳
』諸

橋
も
ろ
は
し

孝
一

こ
う
い
ち

著

図
書
館
の
本
に
傍
線
を
引
く
、
ク
イ
ズ
な
ど
に
解

答
を
書
き
込
む
な
ど
、
公
共
施
設
に
対
す
る
「
道
徳
」
の
あ
り
方
に
つ
い
て
書

か
れ
た
本
で
す
。
著
者
は
一
人
の
図
書
館
利
用
者
で
す
が
、
図
書
館
の
こ
と
、

そ
し
て
図
書
館
職
員
が
日
々
め
ざ
し
て
い
る
こ
と
を
よ
く
ご
存
知
で
す
。
図
書

館
が
好
き
な
人
、
そ
し
て
公
共
道
徳
に
つ
い
て
今
一
度
考
え
て
み
た
い
人
に
オ

ス
ス
メ
し
ま
す
。

●『
リ
サ
イ
ク
ル
料
理
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
』

福ふ
く

井い

幸ゆ
き

男お

著

食
材
を
と
こ
と
ん
生
か
し
て
使
い
き
る
「
リ
サ
イ

ク
ル
料
理
」。
環
境
、
財
布
、
身
体
に
や
さ
し
く
お
い
し
い
レ
シ
ピ
集
。
身

近
な
家
庭
の
台
所
か
ら
、こ
れ
か
ら
の
環
境
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

〔
「
版
画
　
の
は
ら
の
う
た
」 

　
　
　
詩
・
く
ど
う
な
お
こ
　
童
話
社
刊
〕 
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図

書
館

情
報

十
一
月
十
日
（
土
）
石
川
県
消

防
学
校
に
お
い
て
、
平
成
十
三
年

度
石
川
県
少
年
婦
人
防
火
委
員
会

表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
町
か
ら
は
、
一
人
暮
ら
し
老

人
宅
へ
の
住
宅
防
火
診
断
等
、
火

災
予
防
の
普
及
に
積
極
的
に
取
り

組
み
、
日
頃
の
努
力
が
認
め
ら
れ

た
西
荒
屋
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
が
、

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

当
ク
ラ
ブ
は
、「
今
後
も
更
に

連
帯
感
を
持
ち
住
民
と
一
体
と
な

っ
て
防
火
意
識
の
高
揚
に
努
め
ま

す
。」
と
意
識
を
あ
ら
た
に
し
て

い
ま
し
た
。

西
荒
屋
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
が

石
川
県
少
年
婦
人
防
火
委
員
会
表
彰
受
賞

図
書
館
に
対
す
る
ご
意
見
ご
感
想
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
図
書
の
所
蔵
や

予
約
は
、
電
話
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン

か
ら
も
、
図
書
館
の
蔵
書
が
検
索
で

き
ま
す
。

☎
２
８
６
―

１
９
３
０

FAX
２
８
６
―

１
９
３
１

http://w
w
w
.tow

n.uchinada.
ishikaw

a.jp/osirase/toshokan

緊急時の通報
火災・救急・救助

119番
火災等情報案内 286-1999
消防署一般電話 286-3301

◇
内
灘
町
読
書
会
連
絡
協
議
会
が

真
柄
読
書
推
進
賞
を
受
賞
！

十
一
月
十
三
日
に
行
わ
れ
た
石
川

県
図
書
館
大
会
に
お
い
て
、
内
灘
町

読
書
会
連
絡
協
議
会
（
会
長
　
紫
藤

律
子
）
の
不
断
の
活
動
が
高
く
評
価

さ
れ
第
十
七
回
真
柄
読
書
推
進
賞
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

◇
内
灘
町
図
書
館
協
議
会
会
長
の

森
井
道
男
氏
が
エ
ッ
セ
イ
集
を

寄
贈

「
山
の
あ
な
た
の
空
遠
く
」
を
出

版
さ
れ
、
当
図
書
館
へ
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

◇
年
末
年
始
の
休
館
日
と
特
別

貸
出

十
二
月
二
十
八
日
（
金
）
か
ら
一

月
四
日
（
金
）
ま
で
休
館
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
十
二
月
十
四

日
か
ら
二
十
六
日
ま
で
の
間
、
冊
数

の
制
限
な
し
で
貸
出
し
を
し
ま
す
。

問 あなたは、今後どういう分野の図書
を充実してほしいですか？

実際にはもっと細かい分野を列記して、

その中から３つ選んでいただきました。

第１位　日本文学（95人）

第２位　旅行案内（54人）

第３位　ビ デ オ（47人）

第４位　歴　　史（41人）

第５位　料　　理（32人）

文学関係が多いのは予想できましたが、

旅行案内が多いのには少し驚きました。来

月は、参考図書、専門書、実用書、娯楽図

書の要求度についてお知らせいたします。

アンケート調査集計結果より 1
その 10月２日（火）～６日（土）まで、利用に関するアンケート

を行いましたので、その結果の一部をお知らせいたします。

対象：一般利用者300名（男性：95名 女性：205名）

※各分類の名称は、代表的なもののみを表示しました。

0 20 40 60 80 100 120
人 

人生論、宗教 
歴史、伝記、旅行 
政治、経済、教育 
科学、生物、医学 

コンピュータ、工学 
手芸、料理 
園芸、産業 

芸術、スポーツ 
語学、辞典 
小説、文学 
郷土資料 
大活字本 

マンガ、雑誌 
ビデオ、CD 

児童書 
無記入 

50 118

79
66

31
86

25
70

26 112

17
4

37
75

11
23
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入
選

者
発
表

金
沢
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
主
催
の
平
成
十
三
年
度
「
税
の
作
品
」
募
集
に
お
い
て
、

内
灘
町
の
小
中
学
校
か
ら
多
数
の
応
募
が
あ
り
、
次
の
方
々
が
入
選
さ
れ
ま
し
た
。

「
ポ
ス
タ
ー
の
部
」

◎
石
川
県
知
事
賞

内
灘
中
学
校
　
　
木
谷
　
江
里
さ
ん

◎
金
沢
市
長
賞

内
灘
中
学
校
　
　
鈴
木
　
進
也
さ
ん

◎
河
北
郡
町
村
会
長
賞

内
灘
中
学
校
　
　
米
澤
　
幸
恵
さ
ん

◎
金
沢
税
務
署
長
賞

内
灘
中
学
校
　
　
島
田
　
真
帆
さ
ん

◎
金
沢
税
務
連
絡
協
会
長
賞

大
根
布
小
学
校
　
喜
　
　
織
佳
さ
ん

◎
金
沢
地
区
納
貯
連
会
長
賞

内
灘
中
学
校
　
　
浜
田
　
　
恵
さ
ん

内
灘
中
学
校
　
　
吉
村
　
一
輝
さ
ん

「
書
道
の
部
」

◎
河
北
郡
町
村
会
長
賞

鶴
ヶ
丘
小
学
校
　
矢
鋪
　
有
梨
さ
ん

◎
金
沢
税
務
署
長
賞

大
根
布
小
学
校
　
舛
井
　
真
子
さ
ん

◎
金
沢
地
区
納
貯
連
会
長
賞

大
根
布
小
学
校
　
松
本
ひ
か
り
さ
ん

大
根
布
小
学
校
　
河
原
美
智
代
さ
ん

鶴
ヶ
丘
小
学
校
　
横
谷
　
百
香
さ
ん

西
荒
屋
小
学
校
　
上
野
　
寛
佳
さ
ん

清
湖
小
学
校
　
　
喜
多
珠
里
江
さ
ん

清
湖
小
学
校
　
　
竹
島
　
義
貴
さ
ん

清
湖
小
学
校
　
　
山
本
　
萌
衣
さ
ん

以
上
の
皆
さ
ん
で
す
。
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

税
に
つ
い
て
の
作
品
入
選
者

内
灘
町
と
学
び
の
風
推
進
協
議
会
で
は
、
子
ど
も
の
読
書
離
れ
を
防
ぐ
た
め
、

夏
休
み
期
間
中
に
本
を
読
ん
で
い
た
だ
き
、
そ
の
感
想
文
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
九
百
四
名

の
小
学
生
か
ら
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
厳
正
な
審
査
の
結
果
、

次
の
方
々
が
優
秀
賞
、
入
選
と
な
り
ま
し
た
。

●
小
学
校
低
学
年
の
部

優
秀
賞

鶴
ヶ
丘
小
１

中
井
　
大
輔

大
根
布
小
１

北
川
　
恵
那

鶴
ヶ
丘
小
２

上
島
　
綾
華

鶴
ヶ
丘
小
２

森
　
由
莉
江

鶴
ヶ
丘
小
２

林
　
　
俊
輝

入
選

向
粟
崎
小
１

木
戸
由
莉
奈

清
湖
小
１

安
田
　
奈
夏

清
湖
小
１

初
道
　
夏
美

鶴
ヶ
丘
小
１

吉
藤
　
浩
之

西
荒
屋
小
１

濱
田
　
和
音

清
湖
小
２

江
戸
　
友
耶

清
湖
小
２

木
戸
脇
大
輔

鶴
ヶ
丘
小
２

千
崎
　
洋
美

西
荒
屋
小
２

九
十
九
勇
希

西
荒
屋
小
２

濱
田
　
貴
也

西
荒
屋
小
２

宮
崎
　
薫
乃

●
小
学
校
中
学
年
の
部

優
秀
賞

清
湖
小
３

彦
坂
　
魁
人

大
根
布
小
３

竹
野
紫
緒
里

清
湖
小
４

藤
田
　
明
梨

清
湖
小
４

川
口
　
翔
平

鶴
ヶ
丘
小
４

茶
谷
　
夏
生

入
選

清
湖
小
３

山
崎
　
貴
大

鶴
ヶ
丘
小
３

濱
田
　
孝
成

鶴
ヶ
丘
小
３

北
村
　
　
啓

大
根
布
小
３

掛
下
　
和
幸

清
湖
小
４

加
藤
賢
太
郎

鶴
ヶ
丘
小
４

南
　
彩
柚
子

鶴
ヶ
丘
小
４

松
井
　
駿
太

鶴
ヶ
丘
小
４

寺
田
　
千
紘

大
根
布
小
４

川
端
　
大
幹

大
根
布
小
４

上
前
　
里
帆

●
小
学
校
高
学
年
の
部

優
秀
賞

鶴
ヶ
丘
小
５

庄
田
　
充
宏

鶴
ヶ
丘
小
５

西
村
　
優
子

大
根
布
小
５

倉
田
　
康
平

向
粟
崎
小
６

亀
井
　
絢
香

清
湖
小
６

石
田
　
り
さ

入
選

清
湖
小
５

木
戸
脇
ゆ
り

鶴
ヶ
丘
小
５

宮
田
　
真
平

鶴
ヶ
丘
小
５

垣
本
さ
や
香

大
根
布
小
５

川
本
　
拓
己

鶴
ヶ
丘
小
６

坂
井
　
三
花

鶴
ヶ
丘
小
６

矢
鋪
　
有
梨

大
根
布
小
６

南
　
　
和
宏

大
根
布
小
６

松
本
ひ
か
り

大
根
布
小
６

福
島
　
成
裕

大
根
布
小
６

山
本
み
よ
り

発表
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国
際
交
流
コ
ー
ナ
ー

Yukari：It's almost Christmas! I can't wait for Santa to come! 
ゆ かり：もうすぐクリスマスね！サンタさんが来るのがとても楽しみ！  
Ken j i：You know that there is no such thing as Santa! 
け んじ：サンタなんていないこと知っとるやろ！  
Yukari：What are you talking about? Of course Santa exists!  

You know if you don't believe in Santa he won't come  
to your house and you won't get a present. 

ゆ かり：何をいっているの？サンタさんは本当にいるよ！サンタさんを信用 
しないと家に来ないよ。プレゼントも貰えないし。  

Ken j i：Really? 
け んじ：本当に？  
Yukari：Yes! 
ゆ かり：そうよ！  
Ken j i：Well I had better start believing then because I really 

want a Playstation 2. 
け んじ：じゃ、これからサンタのことを信じよう…プレーステーション２ 

欲しい…。 

日　  本 ドラえもん 

叮口當［くち偏に當］（Ding Dong と発音） 

Dou-ray-mon

机器猫（The robot cat）（ジチマオ） 

Doremon

EL Gato Cosmico（The Cosmic Cat!） 

ドラえもんチク 

香　  港 

マレーシア 

中　  国 

ベトナム 

コロンビア 

ロ シ ア 

※「チク」は「ちゃん」にあたるものです。ドラえもんちゃんみたいですね。 

日　  本 アトム 

阿童木（アトンム） 

Astroboy

原子小金剛 

中　  国 

アメリカ 

台　  湾 
日　  本 ミッフィー 

Miffy

Miffy

Nijntje 
（ネーインティア） 

英 語 圏 

ヘブライ語 

オランダ語 

日　  本 くまのプーさん 

ヴィーニー・プーフ 

Winnie the Pooh

小熊維尼 
（ショウショウウイニー） 

Winnie de Poe 
(ヴィーニー・デ・プー)

Winnie I'Ourson 
（ヴィーニー・ローサン） 

ロシア語圏 

英 語 圏 

中国語圏 

オランダ語 

フランス語 

日　  本 ジャングル大帝レオ 

Kimba the Lion

ヒンサジャレオ 
（白いライオンレオ） 

森林大帝雷欧 
（スンリンダディレオ） 

アメリカ 

中　  国 

韓　  国 

日　  本 孫悟空 

Magic monkey

孫悟空 

son-o-gong 
（ソンオコン） 

オーストラリア 

中　  国 

韓　  国 

日　  本 ミッキーマウス 

Mickey Mouse

Mickey Mouse

Chot Mit Ki（チョー ミッキー） 

英 語 圏 

韓　  国 

ベトナム 

※ベトナムの「Chot Mit Ki」チョーミッキーのChotはねずみのことだそうです。 

^

^

^

， ， 

^ ^

・ ・ 

， ， 
・ 

Did you know that…
A "zeedonk" is the offspring of a zebra
and a donkey.
In Albania,nodding the head means
"no" and shaking the head means "yes."
All the world's main alphabets have
developed from an alphabet invented
3,600 years ago in the Middle East and
known as the North Semitic Alphabet.

ドラえもんチク？？エル・ガト・コスミコ？？
地球は広い。でも、子どものころに見たアニメや、ドラマをいろいろな国々の人々も見ていたとしたらどうです
か？大好きなポケモンを「ぼくも大好きだった」と言われたら、政治体制、習慣、言語の違いを超えて、あなたは
いっぺんで相手のことを身近に感じられるようになるかもしれないね。

最近各国の子ども達はお小遣いでくまのプーさん、キティちゃん、ミッフィー、ド
ラえもん、ポケモンなどお好みのキャラクターグッズをたくさん買っています。（こ
れらのキャラクターが分からなかったらこの記事も分からないかも…10歳ぐらいの
子どもを見つけて、説明してもらう方がいいかもね…笑）。私は子どもの時学校から
うちに帰って、宿題もせずに日本のアニメを見たくて、よく母と喧嘩しました。どう
しても僕の大好きなアトム、ジャングル大帝レオ、孫悟空などが見たかったのです。
（懐かしいでしょう！）でも国によってアニメの題名が異なると知っとった？下記の
表をごらんください。
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砂
丘
フ
ェ
ス
タ

今年で４回目となる五木寛之氏プロデュース

「内灘砂丘フェスティバル」が11月18日内灘町文

化会館において開催されました。五木寛之氏自ら

の講演に引き続き、進行パートナーの女優辻香緒

里さんと共に、スペシャルゲスト詩人松永伍一さ

んとの対談が行われました。公演直前に内灘の砂

丘に立ち、作られた詩「内灘砂丘」が松永さん本

人によって朗読された他、五木先生期待の新人、

小松原たけしさんによる「内灘愁歌」が披露さ
れました。また、第３部においては歌手田川寿美

さんが登場し、デビュー曲である「女…ひとり旅」、

五木先生作詞の「内灘哀歌」を含む６曲が披露
され、会場を埋めた約1,000名の観衆を魅了しま

した。

毎回豪華なメンバーをそろえ開催されるこの砂

丘フェスティバル。今後も多くの作家、芸術家を

内灘に招くとともに、内灘に関する作品を作って

いただき、直筆、肉声を、町の財産として保存し

ていくという新たな方針が打ち出されました。

五
木
寛
之

田
川
寿
美

松
永
伍
一

辻
香
緒
里

～五木寛之＆田川寿美  論楽会～ 
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婦
人
意
見
発
表
会

輝
き
を
失
わ
な
い
よ
う
に

大
根
布
婦
人
会
　
宮
崎
　
裕
子

私
は
保
育
士
の
仕
事
を
し
て
二
十

数
年
が
経
ち
ま
す
。
重
症
心
身
障
害

児
施
設
、
乳
児
保
育
園
、
現
在
勤
務

し
て
い
る
町
立
保
育
所
と
、
仕
事
場

は
何
回
か
変
わ
り
ま
し
た
が
、
い
つ

も
天
使
の
瞳
に
囲
ま
れ
て
仕
事
を
し

て
い
る
事
を
幸
せ
に
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
一
生
を
通
じ
て
で
き
る

仕
事
に
つ
い
て
い
る
こ
と
を
感
謝
し

て
い
ま
す
。

し
か
し
家
庭
と
仕
事
の
両
立
は
、

大
変
な
こ
と
で
し
た
。
そ
の
時
そ
の

時
必
死
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
子

育
て
も
、
家
事
も
中
途
半
端
で
充
分

で
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ

し
て
主
人
や
私
の
両
親
の
協
力
な
し

で
は
今
日
ま
で
来
れ
な
か
っ
た
こ
と

は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

と
に
か
く
仕
事
と
家
庭
を
守
る
こ

と
だ
け
で
精
一
杯
の
私
は
地
域
の
人

と
の
付
き
合
い
も
ほ
と
ん
ど
な
く
、

婦
人
会
や
町
会
の
活
動
に
も
消
極
的

で
し
た
。
自
然
に
視
野
も
世
間
も
狭

く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

昨
年
十
数
年
振
り
で
婦
人
会
の
班

長
の
役
が
回
っ
て
き
ま
し
た
。
大
根

布
に
住
ん
で
二
回
目
で
し
た
。
初
め

て
の
班
長
の
時
は
何
も
し
な
い
で
過

ぎ
て
い
き
ま
し
た
。
今
回
は
私
も
年

を
と
っ
て
い
た
の
で
年
度
末
の
役
員

交
代
の
時
「
宮
崎
さ
ん
教
養
部
の
副

部
長
し
て
」
と
言
わ
れ
（
副
部
長
な

ら
い
い
か
）
と
思
い
軽
く
引
き
受
け

ま
し
た
。
で
も
仕
事
が
忙
し
く
て
疲

れ
た
と
か
「
忘
れ
と
っ
た
」
と
い
う

理
由
で
月
一
回
の
役
員
会
に
も
出
席

せ
ず
教
養
部
長
さ
ん
や
執
行
部
の

方
々
に
お
ん
ぶ
に
だ
っ
こ
の
状
態
で

し
た
。
そ
ん
な
お
お
ち
ゃ
く
な
私
に

役
員
の
方
か
ら
「
宮
崎
さ
ん
忙
し
い

や
ろ
う
け
ど
役
員
会
に
出
席
し
て
」

と
優
し
い
電
話
が
あ
っ
た
の
で
す
。

無
責
任
な
私
を
と
が
め
る
の
で
な

く
、
仲
間
に
誘
っ
て
く
だ
さ
っ
た
の

で
す
。
そ
し
て
九
月
の
役
員
会
か
ら

真
面
目
に
出
席
す
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。
婦
人
学
級
、
敬
老
会
、
文
化
祭

な
ど
の
活
動
に
参
加
さ
せ
て
も
ら
っ

て
い
る
う
ち
に
、
婦
人
会
が
町
の
生

涯
学
習
課
と
深
く
関
わ
っ
て
活
動
し

て
い
る
こ
と
も
初
め
て
知
り
ま
し

た
。
い
い
年
を
し
て
地
域
の
活
動
に

全
く
関
心
な
く
今
日
ま
で
き
た
こ
と

を
反
省
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て

町
民
の
奉
仕
者
で
あ
る
べ
き
町
職
員

と
し
て
恥
ず
か
し
く
思
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
反
省
も
あ
っ
て
今
年
も
う
一

年
教
養
部
長
と
し
て
残
り
、
協
力
さ

せ
て
頂
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
人
生

の
節
目
と
い
っ
た
ら
大
げ
さ
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
地
域
の
人
と
関
わ
り

自
分
自
身
を
磨
く
チ
ャ
ン
ス
を
い
た

だ
け
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

婦
人
会
の
活
動
を
通
し
て
私
は
す

ば
ら
し
い
出
会
い
が
幾
つ
か
有
り
ま

し
た
。
そ
れ
は
婦
人
学
級
に
招
い
た

講
師
の
方
々
で
す
。
熟
年
の
女
性
で

す
が
年
齢
を
感
じ
さ
せ
ず
輝
い
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
ど
の
方
も
声

に
張
り
が
あ
っ
て
若
々
し
く
感
性
が

豊
か
で
知
的
な
の
で
す
。
私
も
六
十

歳
、
七
十
歳
に
な
っ
て
あ
ん
な
輝
き

が
あ
る
だ
ろ
う
か
・・・
と
思
い
ま
し

た
。
ま
た
、
今
年
二
月
の
婦
人
学
級

は
、
出
口
則
孝
と
金
沢
ギ
タ
ー
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
を
招
い
て
行
い
ま
し
た
。

そ
の
ギ
タ
ー
の
音
色
に
、
青
春
時
代

に
ギ
タ
ー
を
弾
く
事
に
挑
戦
し
て
挫

折
し
た
事
を
思
い
出
し
、
も
う
一
度

弾
い
て
み
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
沸

い
て
き
ま
し
た
。
そ
の
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
の
メ
ン
バ
ー
に
、
私
の
母
と
同
じ

ぐ
ら
い
の
年
の
ご
婦
人
が
ギ
タ
ー
を

弾
い
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
何

て
す
ご
い
の
だ
ろ
う
と
感
動
し
ま
し

た
。
ギ
タ
ー
を
弾
く
こ
と
に
憧
れ
て

い
た
私
は
、
そ
の
ご
婦
人
の
誘
い
も

あ
っ
て
、
ギ
タ
ー
教
室
に
通
う
こ
と

に
し
ま
し
た
。
稽
古
事
と
い
え
ば
も

う
何
十
年
も
忘
れ
て
い
た
こ
と
で
し

た
の
で
、
続
く
か
な
？
弾
け
る
よ
う

に
な
る
か
な
？
と
半
信
半
疑
で
通
い

始
め
ま
し
た
。
そ
ん
な
私
を
ご
婦
人

は
「
私
に
で
き
る
ん
だ
か
ら
、
あ
な

た
、ま
だ
若
い
か
ら
で
き
る
で
き
る
」

と
励
ま
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ま

た
ギ
タ
ー
教
室
の
先
生
に
も
「
年
齢

の
こ
と
な
ん
て
関
係
な
い
、
絶
対
に

弾
け
る
よ
う
に
な
る
か
ら
そ
う
信
じ

て
練
習
し
な
さ
い
」
と
叱
咤
激
励
さ

れ
ま
し
た
。
稽
古
を
始
め
て
十
ヶ
月

に
な
り
ま
す
が
、
家
事
を
早
め
に
片

付
け
て
見
な
け
れ
ば
い
け
な
い
よ
う

に
し
て
見
て
い
た
テ
レ
ビ
も
見
ず
に

一
時
間
か
ら
二
時
間
ギ
タ
ー
の
練
習

を
す
る
毎
日
で
す
。
そ
し
て
、
や
っ

と
の
こ
と
で
、
ギ
タ
ー
の
名
曲
「
愛

の
ロ
マ
ン
ス
」
を
稽
古
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。（
♪
〜

〜
）

ほ
ん
の
少
し
弾
け
た
時
は
と
り
肌
が

た
つ
ほ
ど
感
激
し
ま
し
た
。

家
族
も
ギ
タ
ー
に
夢
中
に
な
っ
て

い
る
私
を
好
意
的
に
見
て
く
れ
て
い

ま
す
。
高
校
二
年
の
息
子
に
「
な
ん

か
好
き
な
事
に
打
ち
込
め
る
っ
て
い

い
こ
と
や
。
オ
レ
は
柔
道
、
母
さ
ん

は
ギ
タ
ー
や
な
」
と
言
わ
れ
た
時
は

本
当
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

今
、
私
は
ギ
タ
ー
に
出
会
え
た
事

を
と
っ
て
も
幸
せ
に
思
っ
て
い
ま

す
。
ギ
タ
ー
を
一
生
ず
っ
と
弾
き
た

い
と
確
信
し
た
か
ら
で
す
。
ギ
タ
ー

が
私
に
力
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
婦

人
会
活
動
を
さ
せ
て
頂
い
て
良
か
っ

た
、
色
々
な
人
と
の
出
会
い
が
あ
っ

て
良
か
っ
た
と
・・・心
か
ら
感
謝
し
て

い
ま
す
。
婦
人
学
級
の
講
師
の
先
生

方
の
よ
う
に
キ
ラ
リ
人
と
し
て
一
等

星
の
輝
き
に
な
れ
ま
せ
ん
が
、
一
生

輝
き
を
失
わ
な
い
で
キ
ラ
ッ
と
光
っ

て
い
ら
れ
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
そ
の
為
に
も
こ
れ
か
ら
も

婦
人
会
活
動
や
そ
の
他
の
地
域
の
活

動
に
目
を
向
け
積
極
的
に
参
加
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
度
の
意
見
発
表
で
過
去
の
反

省
や
将
来
の
生
き
方
を
考
え
る
機
会

を
頂
い
た
こ
と
に
感
謝
し
て
発
表
を

終
わ
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

第21回 

内灘町婦人意見発表会内灘町婦人意見発表会内灘町婦人意見発表会
－よりよい生き方をめざして－ －よりよい生き方をめざして－ 
代表は、大根布地区の宮崎裕子さんが選ばれました。 
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総

合

文

化

祭

内
灘
町
総
合
文
化
祭
が
、
十
一
月
十
日
・
十
一
日
・
十
八
日
町
文
化

会
館
を
中
心
に
華
や
か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

文
化
協
会
員
の
絵
画
・
工
芸
・
書
・
写
真
・
菊
花
・
華
道
・
俳
文
学

な
ど
の
作
品
が
展
示
さ
れ
、
十
一
日
に
は
作
品
展
示
と
共
に
和
太
鼓
・

邦
楽
・
詩
吟
・
謡
曲
・
大
正
琴
・
民
謡
の
各
協
会
芸
能
発
表
と
茶
会
・

花
の
会
・
国
際
コ
ー
ナ
ー
・
か
る
た
大
会
が
開
催
さ
れ
、
文
化
の
町
内

灘
に
ふ
さ
わ
し
く
多
く
の
鑑
賞
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

ま
た
、町
文
化
協
会
功
労
者
表
彰
が
総
合
文
化
祭
の
席
上
で
行
わ
れ
、

工
芸
協
会
長
岡
長
二
さ
ん
、
菊
花
協
会
中
村
昭
五
さ
ん
、
俳
文
学
協

会
高
堂
智
恵
子
さ
ん
、
詩
吟
協
会
橋
本
　
力
さ
ん
の
四
名
の
方
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
さ
れ
た
方
々
は
、
永
年
に
わ
た
り
内
灘
町
の
芸
術
文
化
の
普
及

発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
方
々
で
す
。

十
八
日
に
は
、
囲
碁
・
将
棋
大
会
が
開
催
さ
れ
熱
心
な
フ
ァ
ン
が
参

加
し
日
頃
の
腕
前
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

10月28日、11月３日、４日の３日間に分かれて、町内16のすべての公民館において地区文化祭が開催されました。
各地区ともそれぞれ特色を出しながら創意工夫を凝らし、一般募集の作品展示や屋台、体験コーナーなどを催し、

多くの地区住民の方々が訪れ、楽しく和やかな一日となりました。今回もその文化祭をご紹介します。

大
清
台

大
根
布

ハ
マ
ナ
ス

室鶴
ヶ
丘
北

宮
坂

西
荒
屋

大
学

長岡長二 さん中村昭五 さん

高堂智恵子 さん橋本　力 さん
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総

合

文

化

祭

か
る
た
大
会

成
人
の
部

井
上
　
和
久

向
　
　
節
子

中
村
　
紀
代

西
谷
　
悦
子

低
学
年
の
部

井
上
　
泰
徳

野
村
　
知
世

中
学
年
の
部

向
　
　
隆
史

野
村
　
佳
世

高
学
年
の
部

野
村
　
早
希

松
村
　
裕
央

囲
碁
大
会

Ａ
級

優
勝

藤
田
　
寛
治

二
位

村
本
　
　
弘

三
位

鳴
海
　
　
浩

Ｂ
級

優
勝

坂
井
　
三
郎

二
位

川
端
　
邦
男

三
位

宮
腰
　
保
男

将
棋
大
会

Ａ
級

優
勝

吉
田
　
幸
市

二
位

永
田
　
三
好

三
位

浅
田
　
徹
夫

Ｂ
級

優
勝

橋
本
　
克
行

二
位

横
川
　
捷
信

三
位

松
本
　
哲
夫

成 績 発 表

ア
カ
シ
ア

千
鳥
台

向
粟
崎

鶴
ヶ
丘
西

旭
ヶ
丘

向
陽
台

鶴
ヶ
丘
東

緑
台

各地区文化祭
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た
う
ん
フ
ォ
ー
カ
ス

皆様からのご連絡お便り、お待ちしています。

清
湖
小
学
校

十
一
月
九
日
（
金
）、
清
湖
小
学
校
に
お
い
て
石

川
県
小
学
校
研
究
発
表
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

県
内
各
地
か
ら
大
勢
の
関
係
者
が
訪
れ
る
中
、
各
学

年
が
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
に
お
い
て
取
り
組

ん
で
き
た
研
究
の
成
果
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

四
年
生
の
発
表
「
み
ん
な
の
夢
公
園
」
で
は
岩
本

町
長
、
中
村
議
会
議
長
、
島
田
企
画
調
整
課
長
も
ゲ

ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
こ
ど

も
達
の
夢
の
あ
る
発
想
に
笑
み
を
こ
ぼ
す
も
、
鋭
い

質
問
に
タ
ジ
タ
ジ
と
な
る
場
面
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
夢
公
園
、
期
間
限
定
で
は
あ
り
ま
す

が
千
鳥
台
の
町
有
地
に
造
ら
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い

ま
す
。

内
灘
中
学
校
学
園
祭

十
月
三
十
一
日
、
十
一
月
一
日
の
二
日
間
、
内
灘
中

学
校
学
園
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

部
活
動
の
発
表
、
地
域
交
流
発
表
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、

青
年
の
主
張
、
ハ
モ
ネ
プ
な
ら
ぬ
ハ
モ
ナ
ダ
、
合
唱
コ

ン
ク
ー
ル
と
様
々
な
ス
テ
ー
ジ
に
加
え
、
今
年
度
、
二

年
生
の
選
択
体
育
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
「
ヨ

サ
コ
イ
ソ
ー
ラ
ン
」
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
生
徒
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
、
そ
し
て
地
域
の
先
生
と
し
て
指
導
に
あ
た
っ
て

き
た
「
う
ち
な
だ
愉
快
な
仲
間
達
」、
総
勢
五
十
名
も

の
演
舞
は
見
ご
た
え
充
分
。
会
場
か
ら
割
れ
ん
ば
か
り

の
大
喝
采
を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
、
三
年
生
各
教
室
に
お
い
て
は
趣
向
を
凝
ら
し

た
模
擬
店
が
開
催
さ
れ
、
訪
れ
た
保
護
者
も
皆
一
様
に

祭
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ん
な
の
夢
公
園

みサ
ン
セ
ッ
ト
ブ
リ
ッ
ジ
内
灘
の
開
通
を
記
念
し
、

絵
画
協
会
員
五
名
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
大
橋
の
絵
が

町
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
油
絵
、
水
彩
、
水
墨
画
と

様
々
な
タ
ッ
チ
で
描
か
れ
た
大
橋
は
、
ま
た
違
う
魅

力
を
教
え
て
く
れ
る
か
の
よ
う
で
す
。

こ
れ
に
対
し
町
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
、
作
品

は
六
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
展
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

作
者
名
（
敬
称
略
）

杉
村
雄
二
郎
　
冨
田
冨
士
子
　
松
田
　
　
聡

大
柳
　
　
喬
　
岡
山
　
り
き

ン
セ
ッ
ト
ブ
リ
ッ
ジ
内
灘

サ

Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｍ
Ａ
Ｇ
Ｉ
Ｃ

こ
の
度
、
鶴
ヶ
丘
五
丁
目
町
会
が
三
〇
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。

同
町
会
は
新
興
団
地
な
が
ら
住
民
相
互
の
協
力
、
融

和
に
よ
っ
て
、
社
会
情
勢
の
変
化
に
合
わ
せ
住
み
良
い

環
境
作
り
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

な
お
、
町
会
活
動
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
た
方
々
二
十

五
名
に
対
し
功
労
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

鶴
ヶ
丘
五
丁
目
町
会

三
〇
周
年

祝 Ｈ
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た
う
ん
フ
ォ
ー
カ
ス

内
灘
町
大
学
１
丁
目
２
番
地
１

☎
２
８
６
│
６
７
２
０

〒
９
２
０
│

０
２
９
２

内
灘
町
役
場
総
務
課
広
報
係

FAX
２
８
６
│
０
６
１
７

〜
舞
踊
孝
藤
流
ま
り
佳
支
部
〜

十
一
月
十
日
（
土
）「
舞
踊
孝
藤
流
ま
り
佳
支
部
」
に
よ
る
歌
謡
舞
踊

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
金
沢
医
科
大
学
病
院
看
護
部
の
ふ
れ
あ

い
た
い
む
事
業
で
あ
り
、
向
粟
崎
公
民
館
に
お
い
て
歌
謡
舞
踊
の
教
室
を

開
催
し
て
い
る
ま
り
佳
支
部
の
協
力
を
得
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。
看

板
作
成
に
関
し
て
も
野
畠
さ
ん
（
鶴
ヶ
丘
四
）
の
協
力
を
得
る
な
ど
、
多

く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
支
え
ら
れ
開
催
さ
れ
た
本
事
業
は
患
者
・
一
般
客

あ
わ
せ
て
約
二
百
五
十
名
の
観
客
を
集
め
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

五
木
寛
之
氏
作
詞
の
「
内
灘
哀
歌
」
も
初
披
露
さ
れ
た
他
、
座
り
な
が

ら
出
来
る
簡
単
な
振
り
付
け
の
指
導
も
あ
り
、
会
場
一
体
と
な
っ
て
の

舞
台
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
「
ふ
れ
あ
い
た
い
む
」
は
歌
や
踊
り
な
ど
月
二
回
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。
皆
様
も
一
度
足
を
運
ば
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

れ
あ
い
た
い
む

ふ

「
日
本
の
資
金
、
物
資
の
援
助
は
世
界
を
み
ま
わ
し
て
も
例
を
見
な
い

ほ
ど
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
人
的
派
遣
の
少
な
さ
か
ら
海
外
支
援
の

印
象
が
薄
い
と
い
う
の
が
日
本
の
現
状
で
あ
る
」
と
語
る
山
本
さ
ん
。

技
術
移
転
。
教
育
や
、
技
術
者
の
育
成
と
い
っ
た
一
時
的
で
は
な
い
自

発
的
復
興
に
つ
な
が
る
活
動
こ
そ
日
本
の
海
外
支
援
の
進
む
べ
き
方
向
と

の
こ
と
で
す
。

二
年
間
の
ト
ル
コ
で
の
活
動
を
終
え
た
山
本
さ
ん
。
今
後
は
Ｏ
Ｂ
や
定

年
退
職
者
、
企
業
か
ら
の
派
遣
、
学
生
と
い
っ
た
方
々
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

登
録
を
募
り
、
派
遣
チ
ー
ム
の
組
織
充
実
に
努
め
た
い
と
抱
負
を
語
り
ま

し
た
。

外
派
遣
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

山
本
外
茂
男
さ
ん
（
大
根
布
一
）

海

宮
野
　
正
治
さ
ん
　
受
賞

平
成
十
三
年
度
全
国
社
会
福
祉
大
会
に
お
い

て
大
学
二
丁
目
の
宮
野
正
治
さ
ん
が
全
国
社
会

福
祉
協
議
会
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

昭
和
五
十
二
年
に
内
灘
町
民
生
児
童
委
員
に

な
り
平
成
六
年
よ
り
協
議
会
の
会
長
と
し
て
福
祉
の
向
上
に
努
め
、
地

域
住
民
の
相
談
役
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
こ
の
功
績
に
対
し
、
こ
の
度
め

で
た
く
大
臣
表
彰
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

受
賞
を
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

全
国
社
会
福
祉
協
議
会
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

大
谷
　
智
惠
さ
ん
　
受
賞

平
成
十
三
年
度
国
民
年
金
事
業
功
労
者
と
し

て
、
町
年
金
委
員
の
大
谷
智
惠
さ
ん
（
千
鳥
台

一
丁
目
）
が
社
会
保
険
庁
長
官
表
彰
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

昭
和
五
十
六
年
四
月
、
石
川
県
知
事
よ
り
町

国
民
年
金
委
員
に
委
嘱
さ
れ
、
平
成
九
年
四
月
か
ら
町
国
民
年
金
委
員

協
議
会
会
長
と
し
て
、
永
年
に
わ
た
り
国
民
年
金
事
業
の
推
進
に
尽
力

さ
れ
た
功
績
に
よ
る
も
の
で
す
。

社
会
保
険
庁
長
官
表
彰
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役 場 代 表 286－1111

町　民　部

町民生活課 286－6701
保健センター 286－6101
保険年金課 286－6702

介護保険室 286－6703

産業建設部

産業経済課 286－6708

建　設　課 286－6710

都市計画課 286－6712

北部開発対策室 286－6713

教育委員会
生涯学習課 286－6716
学校教育課 286－6717

総　務　部
総　務　課 286－6720
総務課受付 286－6721
企画調整課 286－6723
税　務　課 286－6706

企　業　局
水　道　課 286－1115
下水道課 286－6718

出　納　室 286－6707
議会事務局 286－6715
消 防 本 部 286－3301
図　書　館 286－1930
文 化 会 館 286－1123
働く婦人の家 237－6440
屋内温水プール 286－1800
（財）公共施設等管理公社

286－1800
社会福祉協議会

286－6950

お問い合わせは
こちらまで

そ
の
他
▼
送
迎
は
あ
り
ま
せ
ん

申
込
先
▼
☎
２
３
８
―
０
６
７
０（
長
岡
ま
で
）

締
切
日
▼
12
月
21
日
（金）

定
員
▼
高
齢
者
８
名
、

身
体
の
不
自
由
な
方
７
名
　
計
15
名

平
成
13
年
度

「

減

塩

み

そ

作

り

」

日
　
時
▼
平
成
14
年
１
月
17
日
（木）
・
18
日
（金）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

会
　
場
▼
石
川
県
農
業
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

『
ふ
れ
あ
い
の
家
』（
金
沢
市
才
田
町
）

※
参
加
当
日
は
９
時
ま
で
に
各
自
で
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

費
　
用
▼
１
升
に
つ
き
２，

５
０
０
円
前
後

（
桶
は
各
自
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
）

募
集
数
▼
１
日
に
つ
き
50
升

※
お
一
人
様
２
升
ま
で
で
す
。

（
定
量
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
）

申
込
先
▼
菅
井
さ
ん
方
ま
で

（
☎
２
８
６
―
３
０
１
０
）

申
込
期
間
▼
12
月
18
日
（火）
〜
22
日
（土）

（
期
間
内
に
お
願
い
し
ま
す
）

主
催
▼
内
灘
町
健
康
づ
く
り
推
進
員成

人
保
健
班

夕
陽
ヶ
丘
苑
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

講
演
会
「
支
え
合
う
介
護
」

〜
呆
け
の
正
し
い
理
解
〜

講
師
▼
呆
け
老
人
を
抱
え
る
石
川
家
族
の
会

世
話
人
代
表
　
小
坂
　
直
信
　
氏

日
時
▼
12
月
14
日
（金）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
所
▼
夕
陽
ヶ
丘
苑
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

申
込
み
▼
資
料
の
準
備
上
、
前
日
ま
で
に
、
当

セ
ン
タ
ー
へ
お
電
話
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。
☎
２
８
６
―
９
９
１
２
（
直
通
）

受
講
料
▼
無
料

今
年
度
、
最
後
の
痴
呆
教
室
で
す
。

ど
な
た
で
も
、お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
と
体
の
不
自
由
な
方
の

陶
芸
教
室
（
追
加
募
集
）

日
時
▼
毎
月
第
２
、
第
４
の
日
曜
日

午
後
１
時
〜
３
時

場
所
▼
清
湖
小
学
校

会
費
▼
粘
土
代
外
１，

０
０
０
円
位
／
月

講
師
▼
内
灘
町
キ
ラ
リ
び
と

内
灘
町
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル

味
と
ボ
リ
ュ
ー
ム

●＋

温
泉
で
ゆ
っ
た
り

○
和
食
会
席

１
名
様
　
４，

０
０
０
円
（
税
別
）
〜

例
　
刺
身
・
附
出
し
・
酢
の
物
・
煮
物

焼
き
物
・
温
泉
卵
・
ホ
イ
ル
焼

天
ぷ
ら
・
茶
碗
蒸
・
デ
ザ
ー
ト

○
鍋
会
席

１
名
様
　
４，

０
０
０
円
（
税
別
）
〜

例
　
鍋
＋
刺
身
・
附
出
し
・
酢
の
物
・
煮
物

※
各
種
宴
会
に
は
配
膳
料
が
か
か
り
ま
す
（
料

理
・
飲
物
の
10
％
）

ご
宴
会
・
ご
宿
泊
に

ご
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先
▼

内
灘
町
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル

☎
２
８
６
―
３
７
６
６

平
成
13
年
度
内
灘
町
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

教

養

講

座

受

講

生

募

集

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

教

室

の

ご

案

内

一
緒
に
ア
レ
ン
ジ
し
て

み
ま
せ
ん
か
！

開
催
日
▼
12
月
12
日
（水）

ク
リ
ス
マ
ス
用

12
月
19
日
（水）

お
正
月
用
　
計
２
回

時
間
▼
午
後
７
時
30
分
〜
９
時

場
所
▼
内
灘
町
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

（
西
荒
屋
ハ
24
―
４
）

講
師
▼
坪
坂
　
和
代

持
ち
物
▼
花
鋏
（
は
さ
み
）

受
講
料
▼
材
料
費
の
み

（
ク
リ
ス
マ
ス
用
　
３，

０
０
０
円

お
正
月
用
　
２，

０
０
０
円
）

定
員
▼
15
名

対
象
▼
勤
労
青
少
年

締
切
日
▼
12
月
10
日
（月）

申
込
先
▼
内
灘
町
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

☎
２
８
６
―
５
４
３
８

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

忘
年
会
・
新
年
会
に 

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い 



み
ん
な
で
ク
リ
ス
マ
ス

コ
ン
サ
ー
ト
へ
行
こ
う
！

内
灘
町
の
音
楽
グ
ル
ー
プ
Ｆ
Ｍ
Ｌ
（
内
灘
町

青
年
団
協
議
会
）
が
、
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー

ト
を
左
記
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

「
キ
ャ
ン
ド
ル
サ
ー
ビ
ス
」
や
「
大
抽
選
会
」

そ
の
他
子
供
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
企
画
が

盛
り
沢
山
！
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

日
　
時
▼
12
月
16
日
（日）

午
後
０
時
30
分
開
場

第
１
部
　
午
後
１
時
ス
タ
ー
ト

第
２
部
　
午
後
２
時
30
分
ス
タ
ー
ト

場
　
所
▼
内
灘
町
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

入
場
料
▼
大
人
　
１，

０
０
０
円

子
供
　
　
　
５
０
０
円

チ
ケ
ッ
ト
販
売
場
▼
内
灘
町
文
化
会
館

第
１
部

Ｆ
Ｍ
Ｌ
と
子
供
の
ク
リ
ス
マ
ス
会

キャンドルサービス

サンタクロース演劇

みんなで当てよう！
イントロクイズ

ＦＭＬから
歌の贈り物

サンタと
ダンスダンス！

サンタと写真撮影会
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第
２
部

バ
ン
ド
演
奏
、
抽
選
会

ヤ
ッ
チ
ー
ズ
（
フ
ォ
ー
ク
）

Ｄ
―
ｆ
ｉ
ｅ
ｌ
ｄ
（
Ｊ
ポ
ッ
プ
）

Ｘ
Ｘ
Ｘ
（
ハ
ー
ド
ロ
ッ
ク
）

Ｆ
Ｍ
Ｌ
（
ビ
ー
ト
ル
ズ
、
大
抽
選
会
）

ク
リ
ス
マ
ス
お
話
し
会

お
話
し
の
会
「
が
ら
が
ら
ど
ん
」
の
楽
し
い

お
話
し
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
よ
。
み
ん
な
、
来
て

ね
。
待
っ
て
る
よ
。

日
時
▼
12
月
８
日
（土）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
15
分

場
所
▼
内
灘
町
文
化
会
館
　
和
室

生
ご
み
処
理
機
・
コ
ン
ポ
ス
ト
の

購
入
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

申
請
に
必
要
な
も
の
▼

・
購
入
し
た
と
き
の
領
収
書
と
明
細
書

・
印
鑑
、
銀
行
の
口
座
番
号
の
わ
か
る
も
の
を
も

っ
て
町
民
生
活
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
▼
町
民
生
活
課

チ

ャ

イ

ル

ド

シ

ー

ト

購
入
費
を
助
成
し
て
い
ま
す

６
歳
未
満
の
乳
幼
児
を
対
象
に
（
１
児
童
１

回
）
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
購
入
費
の
一
部
を

助
成
し
て
い
ま
す
。

助
成
金
額
は
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
購
入
金
額

の
３
分
の
１
で
上
限
は
５，

０
０
０
円
で
す
。

●
印
鑑
、
保
護
者
名
義
の
銀
行
口
座
番
号

●
シ
ー
ト
購
入
時
の
領
収
書

●
シ
ー
ト
の
保
証
書
ま
た
は
取
扱
説
明
書

を
も
っ
て
町
民
生
活
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
▼
町
民
生
活
課

土
地
・
家
屋
の
異
動
届
出
に
つ
い
て

平
成
14
年
度
の
固
定
資
産
評
価
額
を
決
定
す

る
た
め
、
平
成
13
年
中
に
異
動
の
あ
っ
た
土
地
、

家
屋
の
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
平
成
14
年
１
月
31
日

（木）
ま
で
に
、
役
場
税
務
課
へ
申
告
又
は
届
出
を

し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
届
け
出
の
必
要
な
方
は
、
平
成
13
年

度
固
定
資
産
税
納
税
通
知
書
の
最
終
ペ
ー
ジ
添

付
の
「
は
が
き
」
を
お
使
く
だ
さ
い
。

【
届
出
の
必
要
な
方
】

①
住
宅
用
地
を
取
得
さ
れ
た
場
合

②
住
宅
用
地
を
変
更
し
た
場
合

③
家
屋
の
増
築
を
し
た
場
合

④
未
登
記
の
家
屋
を
売
買
し
た
場
合

⑤
住
宅
を
住
宅
以
外
に
使
用
し
た
場
合

⑥
住
宅
以
外
の
家
屋
を
住
宅
と
し
て
使
用
し

た
場
合

問
い
合
わ
せ
先
▼
税
務
課

「
内
灘
町
長
寿
祝
券
」
も
う

お
使
い
に
な
り
ま
し
た
か
？

９
月
に
お
渡
し
し
た
「
内
灘
町
長
寿
祝
券
」

の
使
用
期
間
が
残
り
約
１
ヶ
月
弱
と
な
り
ま
し

た
。
使
用
期
限
は
12
月
末
日
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
ま
だ
お
手
元
に
残
っ
て
い
る
方
は
、

お
早
め
に
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

65
歳
か
ら
医
療
費
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す

内
灘
町
で
は
65
歳
の
誕
生
月
の
翌
月
（
１
日

生
ま
れ
の
方
は
誕
生
月
）
か
ら
か
か
っ
た
医
療

費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

今
月
の
該
当
者
▼
昭
和
12
年
１
月
１
日
以
前
に

生
ま
れ
た
方

注：

老
人
保
健
法
が
適
用
さ
れ
て
い
る
方

（
70
歳
以
上
の
方
及
び
65
歳
以
上
の
障
害

認
定
を
受
け
た
方
）
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

申
請
受
付
開
始
日
▼
12
月
17
日
（月）

持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の
▼
印
鑑
、
健
康
保
険

証
、
銀
行
預
金
通
帳
（
受
給
者
本
人
の
口
座

番
号
の
わ
か
る
も
の
）

※
国
民
健
康
保
険
以
外
の
健
康
保
険（
社
会

保
険
・
共
済
等
）
に
加
入
の
方
も
申
請
で

き
ま
す
。

種　　類 助成の対象 助　成　額

電気式生ごみ

処理機

コンポスト

バイオ方式または
乾燥方式のもの。
生ごみの容積を減
少させ、堆肥化さ
せるもの。

購入価格の３分の
1に相当する金額。
（ただし、15,000
円を限度とします）

底部がなくふたの
あるもの。
容量が100リット
ル以上のもの。

3,000円（上限）

「きよしこの夜」を歌いながら
キャンドルサービスを行うよ。

「サンタクロース９号」サンタさんが
クリスマスの演劇をしてくれるよ。

イントロを聞いてわかったら
答えてね！

アニメ主題歌からクリスマス
ソングなど演奏するよ。

サンタクロースと一緒にダン
スを踊ろう。

ポラロイド写真で写真をとっ
てくれるよ（一人１枚）
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高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予

防

接

種

65
歳
以
上
の
方
を
対
象
と
し
た
「
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
」
が
法
定
化
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
全

額
自
己
負
担
で
接
種
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
一
部

の
負
担
額
で
接
種
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

11
月
中
旬
の
個
人
通
知
に
は
河
北
郡
内
の
医
療

機
関
の
み
で
し
た
が
、
金
沢
市
内
の
一
部
の
医
療

機
関
で
も
接
種
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

接
種
に
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
希
望
さ
れ

る
方
は
医
療
機
関
へ
予
約
（
電
話
等
）
の
上
、
送

付
済
の
接
種
券
等
を
持
参
し
受
け
て
く
だ
さ
い
。

期
間
▼
11
月
15
日
（木）
〜
12
月
29
日
（土）

接
種
場
所
▼
町
と
契
約
し
て
い
る
医
療
機
関

※
接
種
で
き
る
医
療
機
関
に
つ
い
て
は
保
健
セ

ン
タ
ー
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

費
用（
自
己
負
担
）▼
５
０
０
円
（
医
療
機
関
の

窓
口
で
支
払
う
）

問
い
合
わ
せ
先
▼
保
健
セ
ン
タ
ー

泳
げ
な
く
て
も
い
い
！

こ

ん

な

に

凄

い

！

驚

異

の

水

中

パ

ワ

ー

最
近
プ
ー
ル
で
泳
ぐ
の
で
は
な
く
、
歩
い
て

い
る
方
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。
そ
う
、
プ
ー
ル

は
な
に
も
泳
げ
な
く
た
っ
て
い
い
ん
で
す
。
水

中
で
歩
く
だ
け
で
も
健
康
パ
ワ
ー
は
得
ら
れ
る

の
で
す
。
今
や
国
民
的
病
と
も
い
え
る
生
活
習

慣
病
。
肩
が
凝
る
、
何
と
な
く
だ
る
い
、
腰
が

痛
い
な
ど
、
誰
も
が
必
ず
し
も
思
い
当
た
る
こ

れ
ら
の
病
。
そ
ん
な
悩
み
を
一
挙
に
解
決
し
て

く
れ
る
の
が
水
の
持
っ
て
い
る
４
つ
の
パ
ワ
ー
。

水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
ポ
イ
ン
ト

足
運
び
の
基

本
は
、
滑
ら
な

い
よ
う
に
必
ず

か
か
と
か
ら
着

地
し
、
つ
ま
先

に
体
重
移
動
。

蹴
り
は
つ
ま
先

で
し
っ
か
り

と
、
足
の
裏
全

体
を
使
っ
て
水

を
掻
き
、
前
に

持
っ
て
い
く
。
歩
く
姿
勢
は
、
や
や
前
傾
姿
勢

を
と
る
の
が
ベ
ス
ト
。

※
胸
を
は
る
と
腰
を
痛
め
や
す
い
の
で
注
意
。

息
は
軽
く
吸
っ
て
、
ゆ
っ
く
り
ラ
ク
に
吐
き

な
が
ら
歩
く
。

◆
水
が
持
つ
４
つ
の
パ
ワ
ー
◆

１．

水
圧

呼
吸
筋
が
鍛
え
ら
れ
息
切
れ
し

な
い
身
体
に
な
る
。
水
中
に
立
っ
て
い

る
だ
け
で
、
む
く
み
が
ち
な
下
半
身
の

血
行
が
良
く
な
り
、
足
も
と
ス
ッ
キ
リ
。

２．

水
温

体
温
調
節
機
能
が
強
化
さ
れ
、

風
邪
を
引
き
に
く
く
な
り
、
自
律
神
経

失
調
症
に
も
効
果
大
。

３．

浮
力

水
中
で
は
体
重
が
な
・
な
ん
と

陸
上
の
10
分
の
１
！
足
腰
に
負
担
を
か

け
ず
に
楽
に
運
動
が
出
来
る
。

４．

抵
抗

動
き
が
ゆ
っ
く
り
な
の
は
全
身

に
抵
抗
が
か
か
っ
て
い
る
か
ら
。
つ
ま

り
筋
力
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
る
。
水
中

で
は
陸
上
の
お
よ
そ
２
倍
も
の
カ
ロ
リ

ー
を
消
費
す
る
。

姉

妹

都

市

交

流

事

業

11
月
２
日
か
ら
５
日
に
か
け
て
、
羽
幌
町
文

化
連
盟
創
立
30
周
年
記
念
に
町
文
化
協
会
か
ら

４
名
が
訪
問
し
ま
し
た
。
当
日
は
総
合
文
化
祭

を
兼
ね
て
お
り
、
地
元
の
オ
ロ
ロ
ン
太
鼓
や
沖

揚
音
頭
な
ど
が
披
露
さ
れ
る
中
、
石
川
県
・
富

山
県
に
関
す
る
郷
土
芸
能
の
保
存
愛
好
者
に
よ

っ
て
継
承
さ
れ
て
き
た
も
の
も
演
じ
ら
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
熱
の
こ
も
っ
た
素
晴
ら
し
い
響
演
で
し

た
。
ま
た
、
記
念
祝
賀
会
に
お
い
て
は
当
町
協

会
の
北
川
副
会
長
が
祝
辞
を
述
べ
、
協
会
員
の

山
さ
ん
が
「
内
灘
ナ
ン
ト
節
」
を
声
量
豊
か
に

唄
い
上
げ
、
会
場
か
ら
万
雷
の
拍
手
を
い
た
だ

き
、
楽
し
い
一
時
と
と
も
に
交
流
の
絆
が
一
段

と
深
ま
り
ま
し
た
。

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
の
ご
案
内

国
民
生
活
金
融
公
庫
で
は
、
教
育
に
か
か
る

ご
家
庭
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
目
的
と
し
た

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

ご
利
用
い
た
だ
け
る
方
は
、
高
校
、
大
学
な

ど
へ
入
学
さ
れ
る
お
子
さ
ま
や
在
学
し
て
い
る

お
子
さ
ま
を
お
持
ち
の
ご
家
庭
の
方
で
す
。

ご
融
資
の
対
象
と
な
る
学
校
は
、
高
校
、
大

学
の
ほ
か
専
修
・
各
種
学
校
、
職
業
訓
練
校
な

ど
で
、
現
在
注
目
を
集
め
て
い
る
海
外
留
学
に

つ
い
て
も
、
外
国
の
大
学
な
ど
へ
留
学
す
る
場

合
に
お
使
い
い
た
だ
け
ま
す
。

低
利
の
う
え
手
続
き
が
簡
単
な
こ
と
や
、
入

学
時
の
み
な
ら
ず
在
学
中
の
教
育
費
用
に
つ
い

て
も
取
り
扱
い
が
で
き
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
昭

和
54
年
に
制
度
が
発
足
し
て
以
来
、
延
べ
300
万

人
を
超
え
る
方
々
に
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。制

度
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ご
利
用
い
た
だ
け
る
方
▼

高
校
、
大
学
な
ど
ご
融
資
の
対
象
と
な
る
学

校
に
入
学
・
在
学
さ
れ
る
方
の
保
護
者
で
、

年
間
収
入
が
１，

２
１
０
万
円
（
事
業
所
得

者
の
方
は
９
９
０
万
円
）
以
内
の
方

ご
融
資
金
額
▼

学
生
・
生
徒
お
一
人
に
つ
き
２
０
０
万
円
以

内
お
使
い
み
ち
▼

・
入
学
時
の
費
用
（
学
校
納
付
金
、
受
験
に
か

か
っ
た
費
用
、
学
生
の
国
民
年
金
保
険
料
、

そ
の
他
入
学
時
に
必
要
な
費
用
）

・
在
学
中
の
費
用
（
学
校
納
付
金
、
住
居
費
用
、

通
学
費
、
学
生
の
国
民
年
金
保
険
料
、
そ
の

他
在
学
に
必
要
な
費
用
）

利
率
▼
年
１
・
７
％

（
平
成
13
年
11
月
12
日
現
在
）

ご
融
資
期
間
▼
10
年
以
内
（
母
子
家
庭
・
交
通

遺
児
家
庭
の
方
は
１
年
の
延
長
が
可
能
）

据
置
期
間
▼
在
学
期
間
以
内
（
ご
融
資
期
間
に

含
ま
れ
ま
す
）

ご
返
済
方
法
▼
毎
月
元
利
均
等
返
済
（
ボ
ー
ナ

ス
時
増
額
返
済
も
可
能
）

保
証
▼
（財）
教
育
資
金
融
資
保
証
基
金
ま
た
は
保

証
人
１
名
以
上

問
い
合
わ
せ
先
▼
国
民
生
活
金
融
公
庫
　
金
沢

支
店
☎
２
６
３
―
７
１
９
１
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※送迎バスは12月29日（土）～１月３日（木）まで運休とさせていただきます。 
　１月４日（金）より平常運転いたしますのでご利用ください。 

福祉センター ☎286－3100 

サイクリングターミナル ☎286－3766 

屋内温水プール［管理公社事務局］ ☎286－1800

　なお平成13年12月29日から平成14年１月３日までは、下記施設以外は、休館となります。また、営業時間に
ついても下記のとおりとなります。 

年末年始の営業施設 
 

12/29 
（土） 

 
11：00  　　 
　～21：30 

 
10：00  　　 
　～18：00 

 
11：00  　　 
　～18：00 

 

11：00  　　 
　～18：00 

 
10：00  　　 
　～18：00 

 
11：00  　　 
　～18：00 

 

休  館 

休  館 

休  館 

11：00　　   
　～21：30 

 
10：00  　　 
　～18：00 

 
11：00　　   
　～18：00 

 

休  館 

休  館 

休  館 

12/30 
（日） 
 

12/31・1/1 
　（月）  （火） 

1/2・1/3 
（水） （木） 

 

1/8 
（火） 

 
福祉センター展望浴場 
　　　　　『ほのぼの湯』 
 
屋内温水プール 
　　　  【トレーニング室含む】 
 
サイクリングターミナル 
　　　『展望レストラン』 
 

「展望レストラン」冬期期間中（１月～２月）の 
営業時間は次の時間帯となります。 

AM11：00～PM6：00 
 

年末年始の営業案内 
財団法人内灘町公共施設等管理公社 

冬
の
教
室
受
講
生
募
集
中
!!
《
先
着
順
》

内
灘
町
屋
内
温
水
プ
ー
ル
で
は
次
の
通
り
、
冬
の
教
室
の
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

体
脂
肪
が
つ
き
や
す
い
こ
の
季
節
だ
か
ら
こ
そ
、
身
体
を
い
っ
ぱ
い
動
か
し
て
健
康
的
に
ボ
デ

ィ
を
引
き
締
め
よ
う
。

問
い
合
わ
せ
先
▼
内
灘
町
屋
内
温
水
プ
ー
ル

担
当：
酒
井
ま
た
は
根
上
ま
で

※【時間帯】昼13：45～15：00 夜19：15～20：30
【受講料】すべて町内料金です。（町外の方は別料金になります）

（注）①受付は定員になり次第締め切ります。
②申し込みは直接、温水プールまでお願いします。（電話での受付は致しません）
③詳しい要項は温水プールロビーにおいてありますのでご自由にお持ちください。

《同時受講がお得です》
１人で教室を２つ同時に受講すると合計金額から500円割引致します。

１/17～３/28 

１/16～３/20 

１/21～３/25 

１/21～３/25 

１/18～３/22 

１/18～３/22 

１/16～３/20 

１/15～３/26 

１/18～３/22

木 

水 

月 

月 

金 

金 

水 

火 

金 

昼・夜 

昼・夜 

昼・夜 

夜 

昼 

昼・夜 

昼 

昼・夜 

夜 

5,620円 

5,620円 

5,060円 

5,060円 

5,620円 

5,620円 

5,620円 

5,060円 

5,620円 

15名 

15名 

昼15夜10名 

10名 

10名 

昼10夜20名 

20名 

15名 

15名 

教　　　室 期　  間 曜日 時間帯 受講料 定 員 

初 め て ク ロ ー ル  

背泳ぎ＆きっちりクロール 

平 泳 ぎ  

バ タ フ ラ イ  

バ タ フ ラ イ  

マ ス タ ー ズ  

ウォーターエアロビクス 

ソフトエアロビクス 

ベーシックエアロビクス 
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民生委員・児童委員が
改選されました

12月１日から下記の方々が、社会奉仕の精神をもって、町民の皆様方の
福祉に関する相談、援助を行います。秘密は厳守いたしますのでお気軽に
ご相談ください。

【民生委員、児童委員】 （平成13年12月１日現在）

【主任児童委員】

地区 氏　　名 住　　　所 電話番号 地区 氏　　名 住　　　所 電話番号
北川　梅子 向粟崎1丁目176番地 ☎238－3454
土生　惠庸 向粟崎1丁目163番地 ☎238－0074
北川八千惠 向粟崎2丁目110番地 ☎238－3308
金編惠美子 向粟崎3丁目19番地 ☎238－3253
寺内　芳江 向粟崎4丁目50番地 ☎238－0743
北川　慶子 向粟崎5丁目207番地 ☎238－2289
粟森　優子 アカシア1丁目134番地 ☎238－3757
岩崎　悦子 アカシア2丁目141番地 ☎238－5076
又野惠美子 旭ヶ丘59番地 ☎238－3738
藤島　敏美 旭ヶ丘269番地 ☎237－5070
井川　昌代 緑台1丁目269番地 ☎238－9932
三輪ヨシ子 緑台1丁目237番地 ☎238－1767
東　　良子 緑台1丁目224番地 ☎237－4678
茶谷　孝志 千鳥台1丁目198番地 ☎238－2795
花川　次代 千鳥台2丁目56番地 ☎237－8804
丸岡　健二 千鳥台3丁目46番地 ☎239－0063
馬場　幸夫 向陽台1丁目210番地 ☎238－5466
河野　裕子 向陽台1丁目117番地2 ☎237－1207
川辺　佳子 向陽台2丁目283番地 ☎238－2932
杉野　芳美 鶴ヶ丘1丁目94番地 ☎286－0516
松井　清悦 鶴ヶ丘1丁目93番地 ☎286－1253
森下　孝子 鶴ヶ丘2丁目596番地 ☎286－1455
関原　盛光 鶴ヶ丘2丁目311番地 ☎286－1117
三松　　和 鶴ヶ丘3丁目47番地 ☎286－0384
中川　謙次 鶴ヶ丘3丁目112番地 ☎286－1059
野村　和雄 鶴ヶ丘4丁目1番地345 ☎286－1818
山本　玉枝 鶴ヶ丘4丁目1番地19 ☎286－0437
朝野　玲子 鶴ヶ丘4丁目1番地220 ☎286－0804

藤森　敬準 鶴ヶ丘4丁目1番地338 ☎286－1518
端　　邦子 鶴ヶ丘5丁目1番地226 ☎286－1741
松木　雅子 鶴ヶ丘5丁目1番地24 ☎286－1554
松川　幸子 大根布1丁目33番地1 ☎286－1382
松岡伊津子 大根布2丁目63番地 ☎286－3456
中嶋　啓子 大根布3丁目41番地 ☎286－0241
本野　外正 大根布4丁目85番地 ☎286－0039
田村　悦子 大根布5丁目24番地 ☎286－0263
高木紀美子 大根布6丁目78番地 ☎286－4191
宮野　正治 大学2丁目152番地 ☎286－1320
中本　　徹 大学2丁目141番地 ☎286－0115
寺岡　幸子 大学2丁目99番地 ☎286－3302
嶋田　佳子 大清台99番地 ☎286－3792
増井　八重 大清台299番地 ☎286－1819
喜多　外義 ハマナス1丁目105番地 ☎286－1239
太田　悦子 ハマナス1丁目34番地 ☎286－1060
上前美和子 宮坂イ136番地 ☎286－0313
中村　淳子 宮坂は135番地 ☎286－0295
東　　悦子 西荒屋イ28番地1 ☎286－8605
川辺ひろ美 西荒屋ハの部6番地3 ☎286－0567
茶谷　郁子 西荒屋ロ103番地4 ☎286－8478
須崎美智子 室イ4番地4 ☎286－8500
北　　愛子 室へ1番地27 ☎286－8563

柴田　　勝 千鳥台2丁目239番地 ☎237－4632
小林由利子 大清台312番地 ☎286－0586
桶谷　正美 西荒屋ハの部6番地118 ☎286－3067
番匠　　尚 アカシア2丁目152番地 ☎237－0414

向
粟
崎

鶴
ヶ
丘

大

根

布

大

学
大
清
台
ハ
マ
ナ
ス

宮
坂
西
荒
屋

室

ア
カ
シ
ア

旭
ヶ
丘

緑
台

千
鳥
台

向
陽
台

鶴

ヶ

丘

大
笑
い
さ
せ
た
り
、
誘
導
し
て
ト
イ
レ
に
も
行

く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
夕
方
「
ま
た
来
週
待

っ
て
る
よ
ー
」
と
み
ん
な
に
送
ら
れ
て
帰
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
天
候
も
悪
く
な
り
、
利
用
者
の

安
全
を
図
る
た
め
に
も
全
員
を
送
迎
で
き
る
よ

う
な
手
配
も
早
急
に
実
施
さ
せ
た
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

さ
さ
や
か
な
ト
ト
ロ
の
家
で
す
が
、
地
域
で

の
助
け
合
い
の
輪
が
広
が
っ
て
い
く
よ
う
、
皆

様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
来
年
も
す
す

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

〈
も
ち
つ
き
大
会
の
お
知
ら
せ
〉

日
時
▼
12
月
９
日
（日）

午
前
11
時
〜
午
後
１
時

場
所
▼
「
ト
ト
ロ
の
家
」

参
加
費
▼
５
０
０
円

※
雨
天
の
と
き
は
16
日
（日）
に
な
り
ま
す
。

〈
開
所
日
〉

毎
週
月
曜
日
、
木
曜
日

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

利
用
料
　
５
０
０
円
（
昼
食
つ
き
）

毎
週
土
曜
日

午
後
１
時
30
分
か
ら
ほ
の
ぼ
の
温
泉
へ
行
き

ま
す
。

利
用
料
　
２
０
０
円
（
入
浴
料
は
各
自
）

〈
年
末
年
始
の
予
定
〉

12
月
25
日
（火）
〜
平
成
14
年
１
月
９
日
（水）
ま
で

お
休
み
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
▼
☎
２
８
６
―
５
３
７
３

「
ト
ト
ロ
の
家
」
ま
で

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
わ
ず
か
と
な
り
ま
し

た
。
４
月
に
「
ト
ト
ロ
の
家
」
を
開
所
以
来
、

多
く
の
方
々
の
お
力
添
え
の
お
か
げ
で
、
や
さ

し
さ
の
花
が
一
つ
二
つ
と
咲
い
て
き
ま
し
た
。

ご
近
所
に
あ
る
清
湖
小
学
校
へ
は
２
回
も
訪

問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

１
回
目
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
日
本
語
の

勉
強
に
来
た
ヴ
ラ
デ
ィ
ミ
ー
ル
さ
ん
も
含
め
３

人
で
ケ
リ
ン
さ
ん
の
授
業
に
出
席
し
ま
し
た
。

２
回
目
は
夢
公
園
の
発
表
会
に
招
待
し
て
い

た
だ
き
５
人
で
参
加
、
子
ど
も
さ
ん
た
ち
の
輝

く
目
が
と
て
も
ま
ぶ
し
く
元
気
を
も
ら
っ
て
帰

り
ま
し
た
。
校
長
先
生
は
じ
め
清
湖
小
学
校
の

皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ト
ト
ロ
の
家
で
は
、
月
曜
日
は
か
わ
い
い
ブ

ロ
ー
チ
や
お
人
形
、
袋
も

の
な
ど
布
や
毛
糸
で
つ
く

り
、
木
曜
日
は
ク
ッ
キ
ー

づ
く
り
、
散
歩
、
カ
ラ
オ

ケ
な
ど
で
楽
し
く
す
ご

し
、
土
曜
日
は
ほ
の
ぼ
の

温
泉
へ
行
っ
て
い
ま
す
。

あ
る
92
歳
の
女
性
が
、

ト
ト
ロ
へ
来
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
家
で
は
ほ
と

ん
ど
寝
た
き
り
の
方
で
す

が
、
利
用
者
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
方
々
と
お
話
し
た

り
、
食
事
、
入
浴
す
る
中

で
楽
し
い
話
で
み
ん
な
を

ト
ト
ロ
の
家
か
ら
こ
ん
に
ち
は
！
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金沢医科 
大学 

大根布 宮坂 

放
水
路 

内灘大橋 

内灘橋 

ここ 

道路除雪にご協力を！
町民の暮らしと足を守るため、道路除雪延長約103キロメートルを積雪

状況に応じて早朝または夜間に、除雪車27台で除雪作業を実施します。

問
い
合
わ
せ
先

産
業
建
設
部
建
設
課

☎
２
８
６
―
６
７
１
０
（
直
通
）

農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙
人
名
簿
は
、
有
権
者
か
ら
の
申
請

に
基
づ
い
て
毎
年
一
月
一
日
現
在
、
そ
の
選
挙
資
格
を
調
査
し

て
調
整
さ
れ
ま
す
。

選
挙
権
を
有
す
る
者
の
範
囲
は
、
次
の
事
項
を
い
ず
れ
も
満

た
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

①
内
灘
町
に
住
所
を
有
す
る
者
で
あ
る
こ
と

②
年
齢
が
満
二
十
年
以
上
の
者
（
昭
和
五
十
七
年
四
月
一
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
者
）
で
あ
る
こ
と

③
次
の
各
号
の
一
つ
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と

十
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
き
耕
作
の
業
務
を
営
む
者

の
者
の
同
居
の
親
族
又
は
配
偶
者
で
、
年
間
お
お
む
ね

六
十
日
以
上
耕
作
に
従
事
し
て
い
る
と
農
業
委
員
会
が
認

め
た
者

十
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
き
耕
作
の
作
業
を
営
む
農
業

生
産
法
人
の
組
合
員
又
は
社
員
で
、
年
間
お
お
む
ね
六
十

日
以
上
耕
作
の
業
務
に
従
事
し
て
い
る
と
農
業
委
員
会
が

認
め
た
者
。

以
上
に
該
当
さ
れ
る
方
は
、
一
月
十
日
ま
で
に
農
業
委
員
会

又
は
地
区
公
民
館
へ
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

農
業
委
員
会
　
　
　
☎
２
８
６
―
６
７
０
８

選
挙
管
理
委
員
会
　
☎
２
８
６
―
６
７
２
０

※
申
請
書
は
、
各
地
区
公
民
館
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

登
載
申
請

平
成
十
四
年
一
月
十
日
ま
で

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

除
雪
が
終
了
し
た
後
や
融
雪
水
に
よ
り
、
道
路
上

に
雪
が
無
く
な
っ
た
後
で
、
宅
内
の
雪
を
道
路
に
投

げ
出
す
と
、
車
の
通
行
上
、
非
常
に
危
険
な
の
で
、

絶
対
に
道
路
へ
雪
を
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

道
路
へ
雪
を
捨
て
な
い
で
!!

町
内
に
は
、
消
火
栓
や
防
火
水
槽
な
ど
の
消
防
水

利
が
約
五
百
ヶ
所
設
置
し
て
あ
り
、
降
雪
時
に
な
る

と
消
防
本
部
だ
け
の
除
雪
で
は
、
な
か
な
か
手
が
届

き
ま
せ
ん
。
も
し
も
の
時
に
備
え
、
自
宅
付
近
の
消

防
水
利
の
除
雪
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
消
防
水
利
に
は
黄
ペ
ン
キ
が
塗
っ
て
あ
り
ま
す
。

消
防
水
利
の
除
雪
に
ご
協
力
を

除
雪
車
が
通
過
し
た
後
、
玄
関
先
に
雪
が
入
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
、
除
雪
車
が
入
れ
な
い
狭
い
道
路
等
は
、

地
域
住
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
お
願
い
し
ま

す
。

玄
関
先
の
除
雪
は
皆
さ
ん
の
手
で
!!

除
雪
で
一
番
障
害
に
な
る
の
は
、
路
上
に
駐
車
し

て
い
る
車
で
す
。

道
路
で
の
駐
車
は
、
除
雪
車
が
通
れ
ず
引
き
返
す

こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
み
な
さ
ん
か
ら

「
除
雪
車
が
来
な
い
」「
除
雪
が
不
完
全
」
と
の
声
に

な
り
、
ま
た
除
雪
作
業
も
大
幅
に
遅
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。路
上
駐
車
は
絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

路
上
駐
車
は
万
人
の
迷
惑
!!

雪捨ては
放水路左岸で

冬将軍の
到来に備えて!!

（１）
（１）
（2）（3）
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知 っ 得 情 報
不用品リサイクル登録情報

●譲って下さい（希望品）
MD付ラジカセ、パソコン＜デスクトップ型＞、
ホームベーカリー、テレビ（20インチ以上）、電子レンジ、
七五三男児用着物セット、地球儀、古い着物（手芸用）、
女児用自転車（20～24インチ）、普通自転車（26インチ）、
幼児用補助輪付自転車、一輪車、チャイルドシート、
ベビー体温計、ベビーラック、クーハン、ベビーベッド、
ベビーバス、調乳ポット、子供肌着（50～60cm）、
Ａ型ベビーカー、子供服（男児用70～90cm）、
内灘中学校男子制服（170cm）、男子学生服、
内灘中学校体操服 上（Lサイズ）下（2L又は3Lサイズ）、
鶴ヶ丘小学校夏スカート、夏ズボン、冬ズボン（130cm以上）、
清湖小学校体操ズボン（120cm以上）

●譲ります（提供品）
シングルパイプベッド、
全自動洗濯機（4.2リットル）、
ルームウォーカー、
大人用スキー、スキー靴、
スノーボード、
バトントワリング用バトン、
スーパーファミコン、
室内用すべり台、
Ａ型ベビーカー、紙おむつ、
プラスチック製の犬小屋、
ガスストーブ、
机（白色）、椅子（白色）

○希望者・提供者の品物が合えば、希望者に提供者をご紹介
いたします。
登録期間は６ヶ月です。希望者の方に、提供者のお宅まで
引き取りに行っていただきます。

○登録できる品物　家具、電気製品、乗り物、日用雑貨、
音楽用品、ベビー用品、制服（町内小中学校）

○無料での提供のみお取扱いします。

希望者、提供者の方の登録をお待ちしています！！

（11月26日まで受付分）

希望者 提供者 交渉成立 

町民生活課 

紹介 

登
　
録 

登
　
録 

不用品リサイクルの登録情報は内灘町のホームページでもご覧いただけます。
http://www.town.uchinada.ishikawa.jp/osirase/sittoku

◇登録、問い合わせ先　町民生活課　☎286－6701

12
月
の
は
ま
な
す
大
学

日
　
時
▼
12
月
21
日
（金）

午
後
１
時
30
分
〜
　

場
　
所
▼
文
化
会
館
３
階
視
聴
覚
室

テ
ー
マ
▼
「
２
０
０
１
年
の
決
算
」

講
　
師
▼
中
日
新
聞
北
陸
本
社

編
集
委
員
兼
論
説
委
員

小
倉
　
正
一
郎

氏

今
月
の
人
権
・
行
政
相
談

（
秘
密
厳
守
・
無
料
）

相
隣
関
係
、
家
庭
、
相
続
、
登
記
、

交
通
安
全
、
税
金
、
年
金
、
消
費
生
活
、

役
所
の
窓
口
、
公
共
施
設
な
ど

と
こ
ろ
▼
内
灘
町
働
く
婦
人
の
家

と
　
き
▼
12
月
14
日
（金）

午
後
１
時
〜
４
時

今
月
の
納
税
納
期
限
　
12
月
25
日
（火）

―
町
税
は
納
期
内
に
納
税
し
ま
し
ょ
う

―

○
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
　
第
３
期

○
国
民
健
康
保
険
税
　
　
　
　
　
第
９
期

町
税
（
町
県
民
税
・
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
・

軽
自
動
車
税
・
国
民
健
康
保
険
税
）
の
納
税
は
便
利
で

簡
単
な
手
続
き
の
口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
。

〜
手
続
き
方
法
〜

納
税
通
知
書
・
預
金
通
帳
・
預
金
口
座
使
用
印
を
お
持

ち
の
上
、
左
記
の
金
融
機
関
又
は
役
場
窓
口
で
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

北
國
銀
行
・
石
川
銀
行
・
福
井
銀
行
・
北
陸
銀
行
・
金
沢

信
用
金
庫
・
石
川
か
ほ
く
農
業
協
同
組
合
・
郵
便
局

問
い
合
わ
せ
先
▼
税
務
課
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ツベルクリン反応検査とBCG接種
12月18日（火）
ツベルクリン反応検査
（4か月児健診と同時実施）

12月20日（木）
ツ反判定とBCG接種

対象
平成13年 8月生

（時間）13：00～14：00

｝
1月29日（火）
ツベルクリン反応検査
（4か月児健診と同時実施）

1月31日（木）
ツ反判定とBCG接種

対象
平成13年 9月生｝

4月から健診の曜日が変わりました。会場・時間等をご確認のうえお越しください。
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

12月13日（木）
10：30～11：30

みんなで絵本を読む時間

ううううささささここここちちちちゃゃゃゃんんんんルルルルーーーームムムム

今回は、林明子
さんの作品をとり
あげます。絵本の
読みきかせのほか
「初めての絵本」
の紹介もあります。フリートークもあり
ますので、絵本のことだけでなく、育児
のこと他いろいろお話しください。お母
さんだけでもOK。どなたでもお気軽にお
いでください。

今月のテーマ

『林　明子さんの絵本』

すくすく赤ちゃん!!
12月13日（木）
10：00～10：30

0才児の遊びの教室です。発育発達
の相談や子育てアド
バイスも。
お気軽にご参加

ください。

担当：鶴が丘乳児保育園保育士
（子育て支援センター）

0才児の親子あそびの教室

今月のテーマ『かわいい
クリスマス会』

12月12日（水）
10：00～11：00

パ ン ダ ク ラ ブ
1～3歳児の遊びの教室

＝みんなで遊ぼう＝
○劇あそびで楽しもう

＝みんなで考えよう＝
○栄養満点！楽チン朝ごはん

12月19日（水）
＝みんなで楽しもう＝
○クリスマス会！

4か月児健診
12月18日（火） 対象 13年 8月生
1 月29日（火） 対象 13年 9月生

（時間）13：00～14：00

3才児健診

１月15日（火）対象 10年 9月生

（時間）13：00～14：00

１才6か月児健診
12月11日（火） 対象 12年 5月生
1 月22日（火） 対象 12年 6月生

（時間）13：00～14：00

どなたでも 
お気軽に 
おいでください 

どなたでも 
お気軽に 
おいでください 

ちびっこルーム
1月 9日（水）対象 1才児前後　

（時間）受付・身体計測 13：00～13：30
教　　　　　室 13：30～15：00

（内容）みんなと一緒に手遊び歌遊び
こどもの生活リズムや食事について
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セ
ネ
ガ
ル
便
り

つ
い
に
完
成
し
ま
し
た
！
　
『
石
川
県
海
外
協
力
隊
を
支

援
す
る
会
』
よ
り
資
金
援
助
を
受
け
、
四
月
か
ら
建
築
を
す

す
め
て
い
た
”洋
裁
教
室
“。
こ
の
間
、
地
区
の
女
性
た
ち

は
建
築
に
必
要
な
水
く
み
や
職
人
の
昼
食
準
備
を
受
け
持

ち
、
配
属
先
の
ス
タ
ッ
フ
は
会
議
の
進
行
や
資
材
の
調
達
を

担
当
し
ま
し
た
。
私
は
と
い
う
と
「
い
つ
で
き
る
の
？
」
と

た
だ
た
だ
尋
ね
る
こ

と
し
か
で
き
ず
、
完

成
を
待
ち
つ
つ
子
供

た
ち
と
手
芸
教
室
を

続
け
て
き
ま
し
た
。

九
月
に
建
築
は
一

応
終
了
し
ま
し
た

が
、
さ
ぁ
、
こ
こ
か

ら
が
本
当
の
ス
タ
ー

ト
。「
洋
裁
を
学
び

た
い
！
」
と
既
に
百

人
以
上
の
女
性
が
登

録
を
し
て
お
り
、
全

員
を
集
め
て
の
会
議
や
セ
ネ
ガ
ル
人
指
導
者
を
探
し
て
の
ク

ラ
ス
分
け
、
管
理
運
営
委
員
会
に
対
し
て
の
講
習
会
な
ど
な

ど
、
み
な
の
や
る
気
が
萎
え
な
い
前
に
ど
ん
ど
ん
進
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
七
月
よ
り
手
工
芸
を
専
門
と
す
る
協
力

隊
員
が
刺
繍
を
教
え
て
お
り
、
女
性
た
ち
は
本
当
に
楽
し
そ

う
に
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

衣
服
は
仕
立
て
が
一
般
的
で
あ
る
こ
の
国
で
、
洋
裁
技
術

の
習
得
は
と
て
も
価
値
の
あ
る
こ
と
で
す
。
イ
ス
ラ
ム
教
学

校
の
子
供
た
ち
と
の
出
会
い
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
通
し
、多
く
の
女
性
た
ち
の
向
上
心
に
触
れ
ま
し
た
。

学
校
に
行
く
こ
と
を
諦
め
て
し
ま
っ
た
子
供
た
ち
が
、
一
人

で
も
多
く
こ
の
教
室
で
技
術
を
身
に
つ
け
て
欲
し
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。
最
後
に
、
日
本
か
ら
ご
支
援
下
さ
っ
た
皆
様
に

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
セ
ネ
ガ
ル
便
り
（10）
 

バ
オ
バ
ブ
の
木
の
下
で
〜 
バ
オ
バ
ブ
の
木
の
下
で
〜 

国
際
交
流
コ
ー
ナ
ー 

完成した洋裁教室。
とんがり帽子風の屋根がとても好評。

私が手芸を教えてきた
子供たちとももうすぐお別れ。

日本の支援金でミシンを購入。
子供も大人もみんな大喜びです。

文・写真／水口さん（向陽台）
（青年海外協力隊員としてセネガルに赴任中）

次回のまいどさんは中村さんから誰にバトンタッチするのかお楽しみに！ 

今月は 山 さんから紹介のあった、中村　秀樹さんに登場していただきます。 

このコーナーでは、毎回出場者に次回出場者をリレー方式で紹介してもらいます。 

中村　秀樹さん 
（30歳・鶴ヶ丘3） 

なか むら ひで き 

　小学校の頃から剣道を始め、剣道歴はもう24年ほどになります。大学卒業後、自分

自身剣道を始めた場所である鶴ヶ丘少年剣道教室の指導に携わっています。子ども

達には剣道の楽しさを知ってほしい。中学、高校、大学そして社会人と剣道を続けて

ほしいと考えています。1つの物事を長く続けることで得られるものも大きいですし、

特に剣道は長く続けられる競技ですから。 

　仕事の都合など、思うように剣道教室に出られないのが悩みの種です。最近、休日

はのんびりと過ごすことが多いですね。子どもと遊んでリフレッシュしています。 
 

町へ一言： 

　内灘町に県立武道館のような大きい武道館を！ 
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み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

み ん な の ひ ろ ば

う
ま
れ
た
よ

な
ま
え

住
　
　
所

お
と
う
さ
ん
・
お
か
あ
さ
ん

松
代

ま
つ
し
ろ

栞か
ん

奈な

小こ

谷た
に

史
緒
里

し

お

り

織
田

お

だ

愛な
る

美み

石
川

い
し
か
わ

道み
ち

大た

吉よ
し

田だ

健け
ん

人と

米
谷

よ

ね

や

心し
ん

汰た

野の

崎ざ
き

鈴す
ず

乃の

桑く
わ

野の

丈
た
け
る

西に
し

田だ

悠ゆ
う

真ま

荒あ
ら

井い

チ
ェ
ル
シ
ー
亜
未

あ

み

亀
谷

か
め
た
に

優ゆ
う

花か

木
下

き
の
し
た

綺
咲

き

さ

高た
か

木ぎ

隼
佑

し
ゅ
ん
す
け

勝
山

か
つ
や
ま

瑛あ
き

斗と

竹
村

た
け
む
ら

真
生

ま

お

濱は
ま

辺べ

祥
し
ょ
う

里り

生し
ょ
う
瀬ぜ

蓮れ
ん

太た

宮
本

み
や
も
と

梨
帆

り

ほ

石
崎

い
し
ざ
き

拳
成

け
ん
せ
い

浦う
ら

ま
な
み

意
也
・
千
穂

鶴
ヶ
丘
４

久
司
・
明
子

大
根
布
１

勇
一
・
利
美

大
清
台

大
・
早
智
世

向
陽
台
２

和
男
・
聡
子

宮
坂

幸
博
・
美
香

千
鳥
台
３

要
・
有
香
子

向
粟
崎
４

洋
一
・
佳
子

大
根
布
５

竜
二
・
静
香

向
粟
崎
５

コ
ン
ソ
ン
オ
ム
パ
ッ
ド，
シ
プ
リ
ア
ー
ノ

・
弥
生

鶴
ヶ
丘
２

宜
史
・
恵

向
粟
崎
５

喜
光
一
・
恭
子

鶴
ヶ
丘
４

伸
貴
・
愛
実

向
陽
台
２

雅
志
・
あ
ゆ
み

大
根
布
７

豊
志
・
智
美

鶴
ヶ
丘
４

学
・
裕
美

緑
台
２

裕
一
・
郁
恵

鶴
ヶ
丘
４

正
尊
・
ア
ン
ナ

西
荒
屋

衛
門
・
か
お
り

大
根
布
７

直
樹
・
完
子

大
学
２

山や
ま

田だ

智
久

と
も
ひ
さ

岡
本

お
か
も
と

楓
か
え
で

三み

浦う
ら

智
央

と
も
ひ
さ

義
久
・
恭
子

大
学
１

孝
彦
・
チ
エ

大
根
布
２

隆
史
・
香
織

西
荒
屋

戸
籍
の
窓
11
月
12
日
ま
で
の

届
出
分

（（（（（（（（（

中
川

な
か
が
わ

愛あ
い

子こ

鶴
ヶ
丘
３

83
歳

淺あ
さ

野の

武た
け

樹き

大
学
２

57
歳

北
川

き
た
が
わ

喜き

吉き
ち

向
陽
台
１

81
歳

松
村

ま
つ
む
ら

隆
義

た
か
よ
し

大
根
布
１

50
歳

中
山

な
か
や
ま

博ひ
ろ

志し

千
鳥
台
１

50
歳

徳と
く

田だ

喜
美
子

き

み

こ

宮
坂

90
歳

庄し
ょ
う
田だ

栄え
い

鶴
ヶ
丘
３

79
歳

坂さ
か

井い

ふ
み
子こ

大
根
布
２

85
歳

宮
本

み
や
も
と

智と
も

子こ

室

57
歳

北
川

き
た
が
わ

弘
ひ
ろ
し

向
粟
崎
３

72
歳

け
っ
こ
ん

し
ま
し
た

島し
ま

野の

輝
あ
き
ら

旭
ヶ
丘

穴あ
な

井い

由ゆ

美み

神
奈
川
県

半は
ん

田だ

世
志

よ

し

和か
ず

鶴
ヶ
丘
２

戸と

井い

繭ま
ゆ

美み

向
粟
崎
５

樋ひ

谷や

正ま
さ

和か
ず

向
粟
崎
５

大お
お

野の

亜あ

紀き

金
沢
市

山や
ま

口ぐ
ち

裕ゆ
う

二じ

大
清
台

中な
か

村む
ら

雪ゆ
き

乃の

金
沢
市

喜き

多た

大だ
い

貴き

向
粟
崎
５

藤ふ
じ

本も
と

瞳
ひ
と
み

高
松
町

高た
か

井い

亨
と
お
る

鶴
ヶ
丘
５

潟か
た

渕ぶ
ち

章あ
き

子こ

鶴
ヶ
丘
５

反た
ん

保ぼ

裕
紀
雄

ゆ

き

お

鶴
ヶ
丘
３

森も
り

孝た
か

子こ

金
沢
市

飯い
い

田だ

英ひ
で

明あ
き

ハ
マ
ナ
ス
１

小こ

林
ば
や
し

涼
り
ょ
う

子こ

高
松
町

松ま
つ

村む
ら

玲れ

郎お

大
学
２

前ま
え

田だ

優ゆ
う

子こ

金
沢
市

12～1月の休日当番医
診療時間　9時～17時30分

日付 病 院 名 住　　　所 T E L

12/9
（日）

12/16
（日）

12/23
（日･祝）

12/24
（月･振休）

12/30
（日）

12/31
（月･大晦日）

1/1
（火･祝）

1/2
（水）

1/3
（木）

1/6
（日）

1/13
（日）

1/14
（月･祝）

田中医院（耳鼻咽喉） 内灘町向陽台2丁目224 237-6923

一林医院（内・小） 津幡町庄ウ3 289-2002

宗広内科医院 津幡町井上荘2丁目1-1 288-7600

保志場医院（産婦･内･小） 高松町高松ノ90甲 281-0069

カセノ内科医院 七塚町木津ニ140-4 285-0008

山田耳鼻咽喉科医院 津幡町津幡ロ5-10 288-2084

中田内科病院 宇ノ気町内日角6丁目35-1 283-1121

元谷医院（外・内） 高松町高松ム68 281-0691

由雄クリニック（内･循） 津幡町横浜は50-6 288-8584

山崎耳鼻咽喉科クリニック 七塚町白尾イ44-2 283-7070

紺井医院（内･小） 内灘町緑台1丁目8 238-1277

らいふクリニック（内） 七塚町白尾ロ32-1 283-6200

いこま眼科医院 津幡町津幡ニ522 289-4175

なかお医院（内） 宇ノ気町七窪ハ17-6 283-6655

松岡医院（内･小） 津幡町越中坂90 288-1013

秋山クリニック（胃腸･内･肛門）内灘町ハマナス1-8-1 286-8843

船木整形外科医院 七塚町白尾イ44-1 283-4353

サンクリニックやまだ（小･内）津幡町潟端461-10 289-3929

土島整形外科医院 内灘町旭ヶ丘148 238-4858

河北中央病院（内） 津幡町津幡ロ51-2 289-2117

沖野クリニック（小･内） 高松町高松ノ1の11 281-0500

さかわ整形外科医院 津幡町横浜へ35-3 289-2434

おおたクリニック（内･小） 津幡町太田は112 288-6000

二ツ屋病院（内） 高松町二ツ屋ソ72 281-0172

※都合により変更する場合がありますので、当日の新聞などで確認してください。

善
意
の
花 

善
意
の
花 

○
鶴
ヶ
丘
東
婦
人
部
よ
り
バ
ザ
ー
収
益
金
の
寄
附
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

○
向
粟
崎
公
民
館
よ
り
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
バ
ザ
ー
収
益
金
の
寄
附
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。（
下
写
真
）

○
石
田
て
る
子
さ
ん
よ
り
福
祉
に

役
立
て
て
く
だ
さ
い
と
寄
附
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



河北郡クリーンセンター・河北郡第２クリーンセンター・河北
郡最終処分場の受付業務は、次のとおりです。 

  ◇12月29日（土）　８：30～16：00 
  ◇12月30日（日）　８：30～12：00 
  ◆12月31日（月）～平成14年１月３日（木）まで、休場。 
施設を利用される方は、あらかじめ電話で確認してください。 

　も え る ご み　クリーンセンター　　　☎289－3200 
　合成せんいくず　第２クリーンセンター　☎289－5288 
　もえないごみ　最終処分場　　　　　　☎288－1115

年末年始のごみの直接持込について 

　積雪時のごみ収集が円滑に行われるよう、町民の方々のご
協力をお願いいたします。 
１．除雪の励行 
＊ごみ収集車が通行できるように、狭い道路及び生活道路の除雪。 
＊除雪機械やごみ収集車が通行できませんので、路上駐車は厳禁。 
２．ごみの出しかた 
＊積雪のためごみ収集車が通行できない場合、ごみ収集車の
通行可能な道路までごみを持ち出してください。ただし、
他人の迷惑にならないよう心がけてください。 

＊ごみ袋が、雪の下にならないようにしてください。 
○冬季は道路事情により収集時間が遅れることがあります。
３．豪雪時における収集の中止について 
＊収集が困難な状況の場合は、町から該当地区へ連絡いたし
ますので、ご協力をお願いいたします。 

積雪時におけるごみ収集について 

◆12月24日（月）は祝日のため収集はありません。 
◇12月27日（木）は通常どおり収集します。 
◆12月31日（月）は収集はありません。 
◇年末特別収集として12月30日（日）に収集します。 
◆1月3日（木）は収集はありません。 
◇1月7日（月）より通常どおり収集します。 

年末年始のもえるごみの収集について 

＊あらかじめ河北郡最終処分場へ電話で積雪状況を確認のう
え、搬入してください。 

＊スノータイヤは、必ず装着してください。タイヤチェーン、
スコップ等を必ず携行してください。 

＊搬入道路は、急勾配、カーブが多いので低速走行、安全運
転を励行してください。 

＊その他、係員の指示に従ってください。 

もえないごみ　河北郡最終処分場　☎288－1115

冬期間に河北郡最終処分場を利用される方へ 
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向 粟 崎 保 育 所 緑 台 保 育 所
鶴 ヶ 丘 保 育 所
向 陽 台 保 育 園

鶴ヶ丘東保育所
大 根 布 保 育 所
宮 坂 保 育 所
北 部 保 育 所

12月19日（水） 12月20日（木） 12月21日（金）

問い合わせ先　町民生活課　☎286－6701

新聞・雑誌・ダンボールなどの
持込収集 午前7：30～9：00（時間厳守・雨天決行）

ごみ収集カレンダー
1.もえるごみ
毎週月・木曜日（ただし、祝日・振替休日は休み。）

2.もえないごみと資源物

収集地区

向粟崎1・3・4丁目

旭 ヶ 丘

千 鳥 台

緑 台

向粟崎 2 ・ 5 丁目

向 陽 台

ア カ シ ア

鶴ヶ丘1・2・3丁目

鶴 ヶ 丘 4 丁 目

鶴 ヶ 丘 5 丁 目

大 清 台

ハ マ ナ ス

大 学 1 丁 目

大 学 2 丁 目

大 根 布

宮 坂

西 荒 屋

室

湖　　　　　　　西

もえないごみ（埋立ごみ） 資源物（リサイクルできるもの）

16

〃

〃

〃

11

〃

〃

4

11

4

〃

〃

〃

9

〃

〃

〃

〃

〃

18
19：00～20：00

〃

〃

18
19：30～20：30

17
19：00～20：00

17
20：00～21：00

17
19：00～20：00

17
18：00～19：00

25
6：30～7：30

24
19：00～20：00

〃

20
8：00～9：00

25
8：00～9：00

25
19：00～20：00

25
18：30～19：30

25
19：00～20：00

25
18：00～19：00

25
18：00～19：00

25
11：00～12：00

1月

12

〃

〃

〃

14

〃

〃

7

14

7

〃

〃

〃

5

〃

〃

〃

〃

〃

12月 1月
7

19：00～20：00

〃

〃

7
19：30～20：30

13
19：00～20：00

13
20：00～21：00

13
19：00～20：00

13
18：00～19：00

21
6：30～7：30

20
19：00～20：00

〃

9
8：00～9：00

14
8：00～9：00

14
19：00～20：00

14
18：30～19：30

14
19：00～20：00

14
18：00～19：00

14
18：00～19：00

14
11：00～12：00

12月

 ペットボトルのリングは、取り外さなくても
良くなり、分別がしやすくなりました。 
リサイクルにご協力ください。 

1,704
449
426
827
1,204
760
1,622
1,014
723
1,570
507
432
371
425
14
552
253
75

12,928
3

1,805
531
450
881
1,225
789
1,688
1,102
736
1,602
500
669
372
456
13
557
283
77

13,736
△ 5

3,509
980
876
1,708
2,429
1,549
3,310
2,116
1,459
3,172
1,007
1,101
743
881
27

1,109
536
152

26,664
△ 2

1,143
351
315
604
758
513
1,101
715
525
1,040
471
621
270
254
9

313
154
46

9,203
10

内灘町字別人口世帯数 平成13年10月末

向 粟 崎
ア カ シ ア
旭 ヶ 丘
緑 台
千 鳥 台
向 陽 台
鶴 ヶ 丘 東
鶴ヶ丘4丁目
鶴ヶ丘5丁目
大 根 布
大 清 台
大 学
ハ マ ナ ス
宮 坂
北部土地区画
西 荒 屋

室
湖 西

計
前 月 増 減

区　分
人　　　　口

男 女 総 数
世帯数
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〒920-0292  石川県河北郡内灘町字大学1丁目2番地1
TEL（076）286－1111 FAX（076）286－0617
HP http://www.nsknet.or.jp/uchinada/

広報に掲載された写真を差し上げます。ご希望の方は広報係まで　☎286－6720


